


[image: ]








年下騎士の一途な執愛は堅物侍女を離さない







［著］永久めぐる

［イラスト］緒笠原くえん













　もくじ




第一章　秋の庭で

第二章　困惑の再会

第三章　変わらないもの

第四章　遠い昔の記憶

第五章　変化は雨の夜に

第六章　偽りのない想い

第七章　六年越しの恋
















第一章　秋の庭で









　暑さの厳しかった夏も遠ざかり、シャリテ王国は秋を迎えていた。

　国土のほぼ中央に位置する王都グルナテールでも秋らしい快晴の日が続き、往来を行き交う人々の顔も晴れやかだ。一ヶ月後には天の恵みに感謝を捧げる豊穣祭が、その直後には十六歳になる第二王女の輿入れが控えており、続く慶事に街全体が浮き足立っている。

　その明るい空気は、城下町から少し離れた場所にそびえる王城にも漂っていた。

　輿入れを控えた第二王女付きの侍女であるルネ・リヴィエールは、秋の花が咲き乱れる庭園を眺めながら、苦笑いとも微笑ともつかない微笑を浮かべている。

　視線の先では、彼女の主であるオディル・シャリテが同年代の侍女を数人従えて、花々の間を舞うように歩く。

　彼女たちの間からは、絶えず華やかな笑い声が上がり、オディル王女も頬を紅潮させながら、年相応の溌剌とした表情を浮かべていた。いつもは大人びた振る舞いの多いオディルが、そうして少女らしい闊達さを見せるのは微笑ましくて、見守っているルネの頬もついつい緩んでしまうのだった。

　屋外で昼食を取りたいと言う王女の希望で、ルネたちは昼には少し早い時間から、城内に点在する庭園のひとつにやって来ている。

　オディルは食事の支度が調うまで同じ年頃の侍女たちと散策を楽しみ、ルネたち年かさの者たちはそれを微笑ましく眺めながら着々と昼食の用意をしているところだ。

　この庭園は、秋特有の静やかさを愛した先々代の王妃が作らせたもので、今もなお人々に親しまれている。野草、園芸種問わず、秋の草花が絶妙な配置で植えられている。秋の訪れと同時にこの庭は趣深い美しさを醸し出す。生命力に溢れた春の美しさとはまた違う、円熟した美しさを纏った庭は、訪れるものを安堵させる力があるようで、オディルも侍女たちも満ち足りたような表情だ。

　いつもならぽつりぽつりと人影があるのだが、今は護衛たちによって人払いがされており彼女たち以外に人影はない。

　ほぼ正方形をなす庭は高い柵に四方を囲われており、中には十字を書くように大きな道があり、その道によって四つに区切られた区域にそれぞれ小道が造られている。

　庭園に足を踏み入れるには四つの入り口のどれかを通らねばならないのだが、入り口全てに護衛の近衛騎士たちが二人ずつ立哨し、それに加えて二人一組になった騎士が二組ほど庭園の外側を巡回している。物々しい雰囲気だが、輿入れを目前に控えたオディルの警護であることを考えれば、これでも人数が少ないかもしれない。

　時折、庭園を散策しようと思ってやってくる者があるようだが、その都度、騎士たちが第二王女が散策中であると理由を告げて引き取ってもらっている。

　今もまた誰かがやってきたようで、年若い騎士が応対しているのが見えた。

　ルネたちがいる場所は花々がよく見えるようにと作られた築山の、その頂上付近にもうけられた見晴らし台であり、周りがよく見渡せる。頂上には四阿があるのだがそこに席を設けなかったのは、周囲の建物からの襲撃を考慮してのことだ。

　しばし支度の手を止めて騎士の背中を眺めていると、斜面を小走りにあがってきたオディルから声をかけられた。

「ルネ！　喉が渇いたわ。お水をちょうだい」

「あらまぁ、オディル様。そのように息を切らせて！　あまり無理はなさらないでくださいませ」

　小言を口にしながらも、ルネは手早くグラスを用意して水差しから水を注いだ。

　受け取ったオディルはそれを一気に飲み干すと、ほう……と大きなため息をついた。

　と思った次の瞬間には、がばっと元気よく顔を上げる。

「ねぇ、ルネ。今、あなたはどこを見てぼんやりしていたのかしら？」

　好奇心に目を輝かせながら尋ねてくるオディルに、ルネはギクッと身を強ばらせた。

「な……んのことでしょうか。私はただ、庭園に近づく方がいたようなので、どなただろうと思って見ていただけで……」

　内心では王女の鋭さに舌を巻きながら、平静を装って答える。

「嘘おっしゃい。今日の護衛には例の彼も入っているでしょう？　あら、あちらの門にいるのがそうじゃない？　遠目にも美形ねぇ」

「オディル様！　決してそういう意図があってぼんやりしていたのではございません！」

　ルネは真っ赤になりながら弁明するが、オディルは全く聞いていないようだ。

「はいはい。わかったわ。顔良し、性格良し、家柄良し、将来性有り。しかもあれだけの容姿で浮いた噂の一つもない。どうやら数年前から一人の女性を一途に想っているらしいわよ――その想う女性ってあなたじゃないの？」

　頬に手をあて、やれやれ困ったものだと言いたげに嘆息する。

「セ、セルジュ様とは、彼が騎士見習いの頃からの知り合いで、弟のように思っているだけです。彼だって私のことは友人か姉のように思ってくださっているはずです。恋愛感情などございませんわ」

　ぎこちなく笑いながらルネが答えれば、オディルは目をまん丸にして声を上げた。

「あら、まぁ！　本当に？　だって、彼から毎月のように手紙が届いていたじゃない。それで恋愛感情がないなんて信じられないわ」

　うふふ、と楽しげに忍び笑う。

　そんな主の姿を見ながら、ルネは冷や汗をかいた。

　王族の傍近くに仕える近侍や侍女に届く手紙は検閲を受け、送り主については主にも報告が行くことになっている。そのためオディルが手紙の送り主を知っているのは当然といえば当然だ。

　だが、内容までは知らないはずだ。検閲は専門の文官が行い、その内容は原則として決して漏らさないことになっている。原則が破られるのは、国家の不利益になるような内容のときのみ。よしんば知られたとしても何の問題もない。彼からの手紙はごくごく普通のもので、恋愛特有の甘さなどは一切なく、兄弟や友人に送るものと変わらない。

　なのにオディルはどうしてこうも自信満々に追求してくるのか。

　婚約者でもある隣国の王子に恋するオディルには、ルネに見えない何かが見えているのだろうか？　と不安になってくる。

「嫌ですわ、オディル様。意地悪なことばかりおっしゃって！」

　オディルの様子から想像するに、数年前彼に求婚されたなどと知られた日にはどんな厳しい追及を受けることか……。考えただけでも怖ろしい！　絶対に隠し通さねば、と決意を新たにし、ルネは引きつりそうになる頬を叱咤して微笑んだ。

「セルジュは結婚相手として優良物件だと思うわよ。さっさと捕まえておしまいなさい」

「重ねて申し上げますが、セルジュ様と私は、本当に、そのような間柄では、ないのです」

　ルネはひと言ひと言を区切るようにはっきりと発音し、ついでに『ない』はことさら強調した。

　否定すれば否定するほど疑わしいのに、そのことには気付いていないようだ。オディルはお手上げだというように肩を竦める。

「往生際の悪い人ねぇ。まあ、今はそういうことにしておきましょう。――お水、ありがとう。私、もう少し遊んでくるわ！」

　オディルはグラスをルネに返すと、走り去ってしまった。その様子はまるで花のつむじ風のよう。

　八歳年下の主は心根が優しい。聡明で、自分の立場というものを熟知しているため、自分の感情を押し殺してしまうきらいがある。もっと自分の心を優先してほしいともどかしく思うこともあるが、しかし、ルネたち近しい者たちには多少の強引さとわがままを見せてくれる。

　そうして甘えて貰えるのは嬉しい。

「もう……」

　苦笑いとともにオディルを見送っていると、さあっと秋風が吹き過ぎた。

　風に流されて頬にかかった後れ毛を抑えながら、子どものようにはしゃぐ主の姿を目で追った。ルネの浮かべる苦笑いには、年の離れた妹に対して抱くような慈愛が溢れている。

　頬を薔薇色に染めて、気心の知れた侍女たちと遊ぶさまを見守りながら、せめて今のうちだけでものびのびと過ごしてほしいと心の中で祈る。

　秋が深まる頃、オディルは隣国へ嫁ぐため国を発つ。

　彼女が王女として、また少女としてのびのびと過ごせる日々はあと僅か。

　たとえ相思相愛の相手に嫁ぐのだとしても、将来に対する不安はあるだろう。それを押し隠して気丈に振る舞うオディルには、残された時間を心置きなく満喫してもらい、楽しい思い出を胸に国を発ってほしい。それはルネだけでなく、王女付きの侍女みんなの願いでもある。

　数日前、雑談の最中に一人の侍女が『今のうちに何かしたいことはないか』とオディルに尋ねた。オディルはささやかな願いをいくつか挙げたのだが、その中のひとつが屋外で食事をしてみたいということだった。

「ねえ、ルネも一緒に遊びましょうよ！」

　他に誰もいないことを知っているからか、いつもより彼女は解放的になっているようだ。遠くから大声で呼びかけてくる。

「オディル様ったら」

　呟いた後、ルネも負けじと大声で答えた。

「私は昼食の用意がありますので！」

「そんなこと、後でいいじゃない」

「よくありませんわ！　オディル様がお腹を空かせてお戻りになったとき、すぐにお召し上がりいただけない状態では困りますから」

　理由を説明すれば、オディルは渋々引き下がる。

　年若い侍女たちが花冠を作り始め、オディルは作り方を教えてほしいとその輪に入っていった。

　オディルたちの楽しげな会話を聞くともなしに聞きながら、ルネは他の侍女たちと一緒にてきぱきと昼食の用意を調えていく。

　オディルが『娘が生まれたら花冠を編んであげるの。だからちゃんと覚えておかなくちゃ！』と弾んだ声を上げているのが、微笑ましい。ルネの頬は自然に緩んでしまう。

「オディル様、楽しそうね」

「ええ、本当に。こちらまで楽しい気持ちになるわ」

　頬が緩んでしまうのはルネだけではないらしい。一緒に支度をしている侍女たちもみな同じように目を細めている。

「それに、この頃はますますお綺麗になって」

「そうねぇ。やっぱり女性は愛し愛されて美しくなるものなのよ」

「婚約者のユーグ様からも毎日のように手紙や贈り物も届きますし、オディル様も生き生きと返事を書いてらっしゃるわ」

「そうそう！　代筆の者も使わず、ご自分で一からお書きになって！」

「ああ、私にも素敵な殿方が求婚してくださらないかしら」

　侍女たちの会話は徐々に恋愛談義に移行していく。囁くように、しかし浮き足だった声でやれ文官の誰が素敵だ、いやどこそこ所属の騎士が格好良い、先日見かけた伯爵の麗しさが……と噂話が飛び交う。その声を聞くともなしに聞きながら、ルネは過去を思い出しながら手を動かす。

　王女オディルと、隣国ラパスの王子ユーグの婚姻は、国同士の結びつきを強固にすることを目的とした政略結婚だ。

　オディルとユーグの婚約が整い、初めて顔を合わせたのが二年前だ。お互いに一目惚れをし合ったふたりは文通を重ねて二年。そうしてもうすぐ王女は望み望まれて嫁いでいく。

　長年オディルの侍女を務めているルネは、ふたりが初めて顔を合わせた日を昨日のことのようにはっきりと覚えている。

　あれから二年。オディルが徐々に恋心を深めていくのを間近で見ていた。だから、ルネにとっても主の結婚は感慨深い。

「ルネ。もうお昼をいただいても構わない？」

　オディルの声にハッと我に返った。どうやら知らず知らずのうち、思い出に浸っていたらしい。

「あ……、ええ、支度は調っております。どうぞこちらに」

　オディルはルネに勧められるまま、芝生の上に敷かれた布に座る。

「さぁ、みんなも座ってちょうだい。今日は一緒にいただきましょう？」

　侍女たちは、あらかじめ了解していたものの、やはり主と食事を共にするには抵抗があるようだ。みな、おずおずとした面持ちで、敷布に腰を下ろす。

「あの、本当によろしいのでしょうか？」

　侍女たちを代表し、ルネが尋ねた。

「もちろんよ！　私、一度でいいからお友だちと外でこうしてお食事をしたかったの！　大好きな小説の中にね、主人公の令嬢が友人たちと森に出かけて、美しい泉のほとりで楽しく昼食をいただく場面があったの。それにずっと憧れていて……。庭では雰囲気がでないかもしれないけれど、城を出るわけにはいかないものね」

「オディル様……」

　王女という立場上おいそれと外出することはならず、気軽に物見遊山の小旅行にも出られない。幼い頃からそれを分かっているからこそ、今まで黙っていたのだろう。そんな王女の気遣いが切なくて、侍女たちはしんみりとした顔になる。

「嫌だわ、そんな神妙な顔はしないで」

　しっとりとした空気を吹き飛ばすように、オディルが明るい声を上げ、パンパンと二度手を叩いた。

「せっかくだもの、楽しみたいわ。こんな素敵な眺めなのに、一人で食べるなんてつまらないと思わない？　今日の貴女たちは私の侍女ではなくてお友だち。お友だちと一緒に食事をするなんて初めてよ！　ワクワクするわ」

　そう言われてはいつまでもしんみりしているわけにはいかない。オディルと同年代の侍女のひとりが口を開いた。

「オディル様の大好きな小説というのは、もしかして『花々のため息』でございますか？」

「ええ、そうよ！　読んだことある？」

　そんなお喋りをしながら、みな手際よくグラスや皿を行き渡らせる。

　こうして楽しく華やかな昼食会が始まった。




「ねえ、ルネ。あなた本当にここを辞めて故郷へ帰ってしまうの？」

　食後のお茶を楽しんでいる最中、オディルがぽつりと話しかける。

「ええ」

「寂しいわ。ねぇ、あなたも一緒に来てくれたらいいのに！」

「それは無理ですわ」

　通常、身分の高い女性が婚姻を結ぶときは、実家から数人の侍女を連れて行く。しかしそれは侍女と言うよりも花嫁の話し相手という意味合いが強いのだ。だから、花嫁と同じ年頃の侍女が選ばれる。実務をこなすのは、嫁入り先の家のしきたりを熟知している者、つまり嫁ぎ先に長く勤める古参の侍女の役目なのだ。

　オディルより八歳歳上のルネは、同行するに相応しい年齢ではない。

　オディルが国を発ったあと、望めば城で侍女を続けることはできるが、ルネはこれを機に故郷へ帰ろうと考えている。実家である男爵家は歳の離れた兄が家督を継いで堅実に切り盛りしている。兄が住んでいる館からそう遠くないところに、今は亡き祖母が使っていた別荘がある。空き家のままになっているというので、そこに住まわせてもらうつもりだ。

　彼女の実家は裕福でもないが貧しいわけでもなく、仕送りは必要ない。また彼女自身も贅沢な質たちではないので、給金のほぼ全額を貯蓄に回していた。十年分の貯蓄はそれなりの額で、しかも退職慰労金も入る。女一人が細々と暮らしていくには充分な額だ。

　特技のレース編みもきっと生活の足しになるだろう。今でもオディルや同僚、そしてどこからか彼女の腕前を聞きつけてきたご婦人方の依頼を受けて、レースを作っているのだから。

「そうよね……残念だわ。ルネは一番長く私の傍にいてくれたから、あなたとお別れする日が来るなんて実感が湧かないわ」

「はじめてお目に掛かったのは、オディル様が六歳のときでしたわ。お人形のようにお可愛らしくて。なのに……」

　そこまで言って、ルネは言葉を止めてくすりと笑った。

「なのに？　なのに、何？　気になるわ、言ってちょうだい」

「なのに、とてもお転婆で！　新任の私を驚かせようとなさったのか、どこからか小さな蛙を捕まえてきて……」

「まあ！　ルネったらまだそんなこと覚えていたの!?　嫌だわ、早く忘れて！」

　頬を膨らませるオディルに興味を引かれたのか、他の侍女たちも「楽しそうなお話ですわね」と話に乗ってきた。隠そうとするオディルと、話すふりをしてからかうルネと、はやし立てる侍女たちとで、ひとしきり大騒ぎが起こった。

　涙がにじむほど笑い転げるルネの視界の端に、入り口を守る騎士の後ろ姿が見えたが、彼女はすぐにそれを意識の外に追いやった。














第二章　困惑の再会









「ああ、すごく楽しかったわ！　みんな、ありがとう」

　昼食を終えての帰り道。

　オディルは興奮冷めやらぬ薔薇色の頬のまま、みなに礼を言う。主が軽々しく礼を口にするのはあまり褒められたことではないが、彼女の中ではまだルネたちは侍女ではなくて友人なのだろう。

「こちらこそ、とても楽しゅうございました。オディル様、このような機会を与えていただき、ありがとうございます」

「オディル様の昼食会にお招きいただいたなんて大変な名誉です。一生の思い出ですわ！」

「あらまぁ、お世辞が上手ね。私にとっても今日のことは大事な思い出よ！　花冠の作り方もしっかり覚えられて良かったわ。どうやって作るのか、とても疑問だったのよ！　……ああ、忘れる前に書き留めておかなければならないわね」

　オディルの声を聞きながら、ルネは部屋に戻ったら一番でペンと紙の用意をしようと考える。

　庭園の終わりはもうすぐそこだ。近衛騎士二人が守る、優美な曲線が組み合わされた鉄製の門が目と鼻の先まで迫って来ていた。

　左右に分かれ、門の外に身体を向けていた騎士二人は、オディルたち一行を見守るように立つ向きを変えた。そのため、それまで後ろ姿しか見えなかった彼らの横顔が見える。

　片方の騎士は、しばしばオディルの警護を務める騎士で侍女たちも顔見知りだ。

　もう一人は……。

　――セルジュ・ノールランス様。しばらく見ない間に、ますます凜々しくなられて。

　セルジュの横顔をちらりと見たルネの胸がちくりと痛んだ。

　が、その痛みは気のせいだと思い込み、慌てて目を逸らす。

「ユーグ様の元に嫁ぐのは待ち遠しいけれど、みんなとお別れしなきゃいけないのはとても寂しいわ。もうこんなふうにみんなと遊べなくなるのね」

　先を行くオディルが寂しそうに漏らす。

「勿体ないお言葉です」

「あちらの皆様とも、きっとすぐに打ち解けられますわ」

　しんみりしたオディルに、侍女たちが次々と慰めの声をかける。

「私たち二人はオディル様に同行いたしますから！　国に残る皆さんの分もオディル様を笑わせてご覧に入れますわ！」

「そうですわ。それはもう毎日腕によりをかけて！　きっと毎日夕方になるとオディル様は笑い疲れたっておっしゃいますわ」

　そう意気込んだのは、オディルと同い年の侍女二人だ。彼女たちは双子の姉妹で、とてもよく似ている。

「あら。あまりオディル様を疲れさせては駄目よ。ユーグ様がご立腹なさるわ！」

　ルネより少し歳上の侍女が、ほのかに艶を含んだ軽口を返すと、オディルは顔を朱に染めて「まぁ！」と頬を膨らませた。

　初々しい反応に侍女たちがころころと笑い、会話には参加せず聞き役に徹していたルネも顔をほころばせた。

「あ、そうだわ。ねぇ、ルネ！」

　何かを思いついたのか、オディルが歩きながら後ろを振り返った。

　後ろ向きで歩くのは危険だと諫めようと口を開きかけたところ。

「輿入れのとき、あなたも同行してくれないかしら。私が発ったら、侍女を辞めて故郷に帰るのでしょう？　女性のひとり旅は危険よ。その点、私と一緒なら優秀な護衛がたくさんついているから安心だわ。ね？　そうしましょう？」

　とんでもない発言が飛んできた。

　なぜ、今、ここで、それをおっしゃるのかと、どっと冷や汗が吹き出る。

　視線を彷徨わせて「あの、その……」と狼狽えるルネをよそに、オディルは上機嫌で言葉を繋げる。

「ここでお別れするより、たとえ数日でも長く一緒にいられたら嬉しいわ。返事は急がないからゆっくり考えておいてちょうだいね」

　言うだけ言ってすっきりしたのか、オディルはくるりと前を向き、嫁ぎ先へ同行する双子と雑談を始めた。

　侍女たちの集団はちょうど鉄門をくぐっているところだ。傍には護衛の騎士が立っている。

　声を抑えもせずに繰り広げられた会話は、当然のごとく騎士二人の耳にも入ったことだろう。

　ルネは恐る恐るセルジュの顔を盗み見たが、彼の精悍な顔には何の表情も見えなかった。無表情に、しかし眼差しは鋭く辺りに注意を払っている。

　聞こえなかったのか、それともしばらく会わないうちにルネの顔を忘れてしまったのか。いや、先ほどオディルが名前を呼んだのだからそれに気付かないわけはない。とすれば、セルジュはルネに対しての興味を失ったのだろうか。

　それならいいのだけれど……とルネは心の中で呟く。

　二年前のあれは彼の気の迷いだ。一時の感情に任せてつい言ってしまっただけなのだ。そのことにすぐ気付いたものの、すぐに掌を返すこともできずに半ば義務的に手紙を送ってくれていたに違いない。

　ルネは落ち着きを取り戻し、やや俯き加減に歩む。

　オディルはそんな彼女を振り返り、その次に無表情で直立の姿勢をとるセルジュへと目を転じた。何の反応も見せない二人に不満を感じたのだろうか、小さく唇を尖らせて前を向いた。

「んもう、じれったいんだから！」

　オディルの呟きはルネには届かない。

　傍にいた双子だけが聞き取り、彼女たちはそっくりな仕草でルネをちらりと見やり、その後でまた視線を合わせて大きく頷いた。

　二人はオディルの呟きの意味を理解し、とりあえず自分たちの出る幕ではないと判断して、知らぬフリを決めこむことにしたようだ。

　同僚の恋には興味津々だが、しかし本人が恋を自覚していない状態で茶々を入れては更にこじれるだけ。若いながらそう熟知している二人は、いつかルネが本当に助けを求めたときには協力しようと思うと同時に、あまり余計なお節介を焼かないようにそれとなく主を諫めなければと心に誓うのだった。

　そんなこととは知らず、ルネは肩の力を抜いてセルジュの前を通り過ぎる。

　俯いているため露わになった首筋に、一瞬だけ視線がまとわりついたことを、彼女は知らない。




　王女が私室に戻るのを見届けた後、ルネは昼食に使った敷布を両手で抱えて洗濯場へと向かった。丁寧に折りたたんだものの、綿入りの布は嵩張る。それを四枚も抱えていると、視界を塞いでしまって歩きにくいことこの上ない。

　オディルの私室から洗濯場までの道のりは、さほど往来があるわけではない。人とぶつかる可能性は低いがそれでも慎重に歩を進めていく。

　本来なら二人で運ぶ量だが、生憎みな手が塞がっていたので、なんとかなるだろうと独りでやって来たのだった。

「ここまで来れば洗濯場までもう少しね」

　石畳の階段を目の前にして立ち止まり、ルネはふうっと息を吐いた。

　城の構造はやや特殊で、高低差のある場所に建てられている。表からは見えないが、裏庭は一段低くなっており、水場が集中している。庭の片隅では湧き水がこんこんと湧き、そこから流れ出た清水は城の東側を流れる小川に合流する。

　ルネの向かう洗濯場はその湧き水のすぐ傍にある。広大な城で出る汚れ物は数も多く、いつ行っても洗濯係の誰かしらは仕事をしている。あらかじめ今日は大きめの洗濯物を頼むからと根回しはしてあるので、おそらく困ったことにはならないはずだ。

　親しい洗濯係がいてくれると良いのだけれど……と考えながら、歩いているうちにずれてしまった敷布を抱え直し、体勢を整えた。

　城の一階までは良いのだが、この先は少しばかり歩きにくい場所なのだ。半地下の裏庭へ続く階段、常にひんやりと湿気ている。そのため、季節や天候によっては石畳が濡れて滑りやすいのだ。

「さあ、早くこれを洗濯係に渡して戻らないと」

　とは言え、下手に急げば石段に尻餅をつきかねない。身体を斜めにして、足下が見えるような体勢をとった。一歩を踏み出そうとした途端、腕から重みがフッと消えた。

「え？」

　驚いて目を転じれば……。

「これは俺が持ちます」

　呆然とするルネの脇をすり抜けて、彼――セルジュはスタスタと石段を下りていく。

　しばしそれを見送ってから、ルネは慌てて彼の後を追った。

「お待ちください！」

「危ないですよ。走らないでください、ルネ」

　立ち止まって振り返ったセルジュの言葉は彼女を気遣うものだが、しかしどことなく硬質さを感じさせる。

「返してください。それを運ぶのは私の仕事です」

「仕事？　仕事なら今もしてるじゃないですか。あなたが右腕に下げている籠に入っているのも洗濯物でしょう？　それを運ぶのだって立派な仕事だ」

「でも、お手伝いしていただくわけには参りません！　セルジュ様も勤務中でしょう？」

「残念ながら、俺は今休憩中なんですよ。誰にも咎められたりしませんから、安心してください。ほら、行きますよ」

　話は終わりだとばかりに踵を返し、彼はまた危なげのない足取りで階段を下りはじめた。

「でも……」

「話は後で。喋ってると転びますよ」

　彼の言うとおりだ。慌てた拍子に滑りそうになったのをどうにか堪えて、彼の後に続く。今ここで滑ったら、それこそ前を行く彼を巻き添えにしかねない。

　緊張しながら下り、中庭に続く廊下の床を踏んだときには、大きなため息が出てしまった。

　裏庭まではあと少し。庭まで続く廊下は階段と同じに石畳であり湿気ている。

　だが、気が緩んだせいかそのことをすっかり失念して、広い歩幅で踏み出してしまった。次の瞬間、足がズルリと滑って、転びそうになる。

「あっ！」

　どうにか踏みとどまろうとして闇雲に動かした腕が強い力で引かれ、崩れた均衡はあっと言う間に安定する。
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　ルネの頭上、すぐ近くで小さなため息が聞こえた。安堵のため息のようにも、呆れたときのそれのようにも思えたが、彼の顔が見えないため、どちらなのか分からない。

　醜態を晒してしまった羞恥と、彼を呆れさせてしまったかもしれないという不安で身体を強ばらせた。

「――だから言ったのに」

　ため息に続いたのは皮肉交じりの言葉だった。一瞬、自分の立場や彼との距離を忘れて、ムッとしてしまう。彼の口調が、今よりもっと親しかった昔と変わらないものだったせいだろうか。

『でも、喋ってたから転びそうになったんじゃないわ！』と、あまりにも子どもじみた言い訳が口を突きそうになる。

　しかし、実際口にすることはなく、彼女は小さくかぶりを振って、言い訳にもならない言い訳を頭から追い出した。

「ありがとうございます。お陰で、転ばずにすみました」

「お役に立てて何より。では急ぎましょう」

　そう答えると、セルジュは何事もなかったかのように歩き出した。

　ルネの手首を握ったままで。

「ま、待って！」

　慌てて声をかけたところ、セルジュは不思議そうに首をかしげた。

「まだ何か？」

「手！　手が、あの……。手を、はな……」

「ああ、これですか」

　得心がいったと頷きながら、彼はルネの手を掴んだ手に少しだけ力を込めた。

　痛くはないのだが、更に強く握られたことで胸の鼓動が一段と早くなる。剣を握るため厚くなった掌。そこから発せられる熱がルネの冷えた手首を温めている。そう、彼の体温が、自分の手を温めている。そう考えるともう駄目だった。顔が真っ赤に染まり、眉尻は困ったように下がる。冷静に対応しなければと思うのに、これで平静を保てるわけがない！

　――どうして、こう思い通りにはいかないのかしら。

　泣きたい。

「ええ、もう大丈夫ですから、は、はな、し……ていただけると……」

「それは承服しかねますね」

　あっさりと却下され、ルネは思わず「えっ？」と短く聞き返した。

「このあたりの床はあちこち濡れていますからね。また滑る可能性があります。今は俺が間に合ったから良かったものの、次もそうとは限りません。あらかじめこうしておいたほうが安全ですし、俺も安心です」

　辺りを見回せば、彼の言うとおり、ポツポツと水たまりができていた。

「あら、本当だわ。あちこち濡れているのね。そう言えば厨房に何人か新しい下働きが入ったと聞いたけれどその子たちの誰かかしら？」

　水汲みは新人の仕事であり、まだ子どもの域を出ない少年少女には重労働だ。おそらく桶いっぱいに水を汲んだものの、それを運ぶコツが掴めず、零し零しよたよたと去って行ったのだろう。きっと厨房に戻る頃には水の量は良くて三分の二、悪くて半分ほどに減っているだろう。

「慣れるまでは大変よね。先輩たちにひどくくしかられないと良いけれど……」

　ルネ自身も十四歳で城へ上がり、新米の頃は数々の失敗をしては先輩や侍女頭に叱られたものだ。

　――慣れるまでは辛いと思うけれど、頑張ってね。

　見たこともない下働きの少年少女に向かって、心の中で声援を送る。

　あちこちに出来た小さな水たまりを見る彼女の目は、優しく柔らかい。春のうららかな空のような色の虹彩が、薄暗い廊下でひときわ輝く。

　そんなルネの姿を見守るセルジュの顔からも先ほどからの険が消えていく。

　彼女の眼差しと少しだけほころんだ口元を見て、セルジュは彼女と出会った日をふと思い出したのだった。

「あなたは変わらないな」

　ぽつりと零された言葉に、ルネは驚いてセルジュを見上げた。だが、彼はそれ以上何かを言うつもりはないらしく、歩き出してしまった。

　気勢を削がれてしまったルネも、大人しく彼に付き従う。

　ルネが両手で抱えても難儀だった敷布は彼の片腕に難なくおさまっている。

　――しばらく見ない間に、本当に大きくなったわね。

　出会った六年前はルネと同じぐらいの背丈だったのに、今では見上げないと視線を合わせられないのだ。

　気の強さと純真さに煌めいていた琥珀色の目には、自信と余裕、そしてひやりとするような鋭さが加わり一段と深い色になったように見えた。

　あの頃と変わらないのは、燃えるように鮮やかな赤い髪だけ。

　年長者として彼の成長を嬉しいと思う半面、どことなく寂しさも感じる。

　だが、ルネはその寂寥を寂寥と自覚する前に、思いを散り消してしまうのだった。














第三章　変わらないもの









　結局、セルジュに手を引かれたまま洗濯場へ赴いて、顔見知りの洗濯係に目を剥かれた。が、その女性も城に上がって長く、騎士見習いであった頃のセルジュを知っている。

「これは驚いた！　あのひょろっとしたおちびさんがこんなに大きくなって。そりゃあ、私も歳を取るわけだ。――おっと、もう昔みたいに気安い口を利いちゃいけないね。許しておくれ」

「あなたにまでよそよそしくされたら寂しいので、どうか昔のままでお願いします」

　あはは、と豪快に笑う洗濯係に、セルジュは苦笑いを返す。

　二人の会話を傍で聞いていたルネは、内心でぎくりとする。今の彼の言葉は、昔と違って敬語を崩さない自分へ当てつけだろうか？　と。

「ははは！　立場が変われば、色々変わるもんさ。細かいことを気にするんじゃないよ！　さぁさ、いつまでもこんなところで油売ってないで戻りな」

「そうですね。いつまでもあなたの仕事の邪魔をしてはいけない。それではまた」

「ああ、またね！　――そうだ、ルネ、今日預かった洗濯物はいつも通りで良いのかい？」

「はい！　特に急ぎのものはありませんので、いつも通りでお願いします。あっ、敷布は洗うのも乾かすのも時間がかかると思いますので、納期はあまり気にしないでください」

　この顔見知りの洗濯係は、豪快な性格としゃべり方だが、こと仕事に関してはとても几帳面だ。だからこそ、納期をきっちり指定しなくても理由なく仕事を後回しにはしないと確信できる。

「任せておくれ。最近は良い天気が続いてるからねぇ、それほど時間はとらせないよ」

　頼もしい返事に、ルネは丁寧に頭を下げた。




　洗濯場を後にしたまではいいのだが、なんとなくセルジュと別れるタイミングを逸してしまい、お互い無言のまま来た道を戻っている。

　先ほど危うく転びかけた場所まで戻ったが、水は全て岩に染みこんだようで水たまりは消えていた。

　このまま居心地の悪い状態で連れだって歩く意味はない。

　休憩中だと言っていたが、自分に付き合っていてはセルジュだって身体が休まらないだろう。そう考えたルネは意を決して口を開いた。

「あの！」

　足を止めれば、それに気付いたセルジュもまた足を止めて振り返る。

　彼は無言でルネをじっと見下ろした後、どういうわけかルネに向かって片手を差し出した。

「あの？」

　当惑しながら、彼の顔と手を交互に見やる。

「俺に掴まってください。この階段、滑りやすいでしょう？」

　と言い、目の前の階段にちらりと視線を投げる。

「あ……、いえ。大丈夫です。一人で登れます。お気持ちだけありがたく頂戴します」

　まさか階段一つ上るにも心配されるとは思ってもみなかった。

　そうとは分からないほど小さな苦笑いを唇に乗せ、彼の手を取る代わりに深く頭を下げる。

「セルジュ様、ありがとうございました。お陰様で思ったよりも早く洗濯物を運ぶことができました。それに危ないところも助けていただき、重ねてお礼申し上げます。せっかくの休憩時間をこれ以上割いて頂くわけには参りませんので、ここで失礼いたします」

　礼を述べて、用はこれで済んだとばかりに立ち去ろうとした。

「待ってください、ルネ」

　階段を上りはじめた彼女の隣にセルジュが並ぶ。

　彼の片手がルネの腰にそっと添えられたのは、万が一の場合に彼女を支えるためなのだろう。

　しかし、今のルネにとっては、そのささやかな気遣いさえも切なく思えるのだった。

「予想より早く用事が終わったのなら、少し俺に付き合ってください。帰りは部屋までお送りしましょう」

「仕事中です。あなたに同行する時間などございません」

　ルネは胸の痛みなど感じないふりをして、つんと顎を逸らした。

「では、あなたを送りがてら話しましょう」

「ですから！　先ほども申し上げましたが、送っていただかなくて結構です。これでも私、ここに十年勤務しております。今さら迷ったりしませんわ」

「では、俺が勝手にあなたについていくだけのこと。それなら構いませんね？」

　ああ言えばこう言う。何とも困ったことになったと、ルネは肩を落とした。

「お好きになさったら？」

「ああ、良かった。同行の許しに心からの感謝を。あなたをひとりで帰らせては心配で心配で、午後いっぱい気もそぞろになるところでした」

「もう、そんな大袈裟なことをおっしゃらないで。許すも何も、あなたが強引についてくるだけでしょうに」

　呆れて肩を竦めれば、セルジュは琥珀色の目を眇めてにんまりと笑う。

「何とでも。俺は俺のしたいようにしますから、どうぞお気遣いなく」

「気遣いなど、しておりません」

　これ以上話していても埒が明かない。彼の良いようにあしらわれるだけだ。ルネは、憤然とした様子で歩き出した。

　セルジュはそんなルネの後をぴったりとついてくる。

　彼の顔にも口調にも、先ほど階段の手前で会ったときのような険しさはないが、彼とどうにか距離を置こうと必死なルネはそのことにも気付いていない。

　人気のない廊下に、二人の足音だけが響き、その居心地の悪さにルネは何度も視線を彷徨わせる。誰か知り合いがやってこないか、その誰かと立ち話をする間にセルジュが去ってくれないか――そんな淡い期待はことごとく裏切られる。

　どうして今日に限ってこんなに人通りがないのかと恨めしくなってくる。

「ルネは昔みたいに話してはくれないんですね」

　気鬱な沈黙を破ったのはセルジュだった。

　寂しそうな口調のどこかに僅かばかり非難が混じっているような声色に、ルネは小さく嘆息して答えた。

「もう、あの頃の私たちとは違いますから。あなたは将来を嘱望された近衛騎士、私は一介の侍女に過ぎません」

　しかもセルジュは配属された北の地で立てた武勲により、先頃子爵の位も賜ったと聞く。出自だって違う。片や侯爵家の次男、それに引き換えルネは男爵家の娘。元から親しく口をきけるような間柄ではなかったのだ。

　ただ昔は彼も自分も子どもで、そういう立場や身分の差をよく分かっていなかっただけだ。

「でも、俺は昔も今も変わってませんよ」

「なら、今この瞬間からお変わりください」

　セルジュはそれには答えず、ははっ、と笑い声を上げた。

「笑い事ではございません」

　唇を尖らせて諫める。いつの間にか彼の調子に引き込まれ、気安く話してしまっていることを自覚し、殊更きつい口調になってしまった。

「笑い事ですよ」

　セルジュは不意に足を止め、ふと真顔に戻る。

　上体を傾げてルネの顔をのぞき込んできた琥珀の瞳の奥に、苛立ちが揺らめいていた。

　彼女が息を飲むのと、セルジュが彼女の腰を片腕で攫い、近くの壁に押し付けたのがほぼ同時だ。

　何をされたのか理解出来ないうちに、セルジュの腕で作られた檻に閉じ込められている。しかも彼は覆い被さるようにして見下ろしてくる。

「な……にを」

　本能的な恐怖を感じて青ざめたものの、気丈にもセルジュを睨めつけた。

「逃げるんですか、俺から。それとも二年前のことなんて忘れた？」

　皮肉の混じった問いだ。歪な笑みを浮かべる彼の様子に、ルネはごくりと息を飲んだ。

「忘れてなんて――」

　いない。だからこそ、配置換えで戻って来たセルジュとなるべく顔を合わせないように、努力してきたのだ。二年も昔のあれこれは、おそらく彼の気の迷いで、もうルネのことなど何とも思っていないだろうと思ってはいたが、万が一のことを考えてできる限り彼を避けて、二ヶ月後にはさっさと故郷に帰ってしまおうと思っていたのに。

　なんでこんなところで、こんなふうに尋問されることになったのか……。

「じゃあ、なんで仕事を辞めて故郷に帰るなんて言うんですか。俺、結婚してほしいと言いましたよね？」

「私は一度たりとも『はい』なんて答えていないわ！　と言うより断ったと思うけど!?」

「でも、俺は諦めないと言ったはずです」

「年下は無理って答えたわよ！」

　口論するうち、いつの間にかルネの口調が昔のように気安いものになっていく。

　彼女は気付いていないようだが、いち早くそれに気付いたセルジュは嬉しそうに笑う。

「歳なんて関係ない。そんな理由じゃ引き下がれませんね。断るならもっとマシな理由を考えてくださいよ。まぁ、どんな御託を並べられても俺は諦めませんけど」

「もういい加減にしてよ！　久々に会うなり何なの、これはっ！　どいてよ！」

「どきません。あなたの正直な気持ちを聞くまで離しません。もしかして俺がなかなか会いに行かないから拗ねてるのかとも思ったんですが、そういうのはあなたらしくないし、侍女頭に尋ねればもう既に辞表が提出され、しかも受理されていると言うじゃないですか。あなたがこんなにひどい人だとは思いませんでした。俺をもてあそんで捨てるんですか？」

　彼の口からとんでもない言葉がポンポンと飛び出してくる。

「も、もてあそぶ!?　捨てる!?　してないわよ、そんなこと。勝手なことばっかり言わないで！」

　ルネは目を白黒させて目の前の男を唖然と見上げる。

「してるじゃないですか。今も、昔も」

　今までと打って変わって、やけに真剣な口調だ。

「昔からあなたが好きだ。だからこそ、あなたに相応しい男であろうと努力もしたし、結果も残してきた。なのに、年下だから？　そんな理由で切り捨てるなよ」

　射殺さんばかりの眼光に怯え、ルネは身体を強ばらせた。その様子にセルジュはハッと我に返り、視線を緩める。

「すみません。あなたを怖がらせてしまいましたね。とにかく、俺はあなたを諦めないし、逃がすつもりもありませんので、そのつもりでいてください」

「そんな勝手なこと、していいと思ってるの！　迷惑だわ！」

「安心してください。あなたの仕事に支障が出るようなことはしませんから」

「そういう問題じゃないわよ！」

　吐き捨てるように告げて、ゼイゼイと肩で息をする。

「あなたがいけないんですよ。俺の言うことを本気にしてくれない。しかも適当な理由であしらおうとする。なら俺が本気だって分かってもらうしかない」

「冗談言わないで。あなたのそれはただの錯覚だって何度言えば分かってくれるの？　たまたま近くにいた女性が私だっただけ。あなたは勘違いしてるのよ。きっと素敵な女性が現れたら、私が言ったことの意味が理解出来るはずよ」

「どうして錯覚だと思うんですか。何を理由に俺の気持ちを否定するんですか。知りもしないくせに」

　苛立ちを押し殺したような微笑。セルジュはしばらくルネを見つめた後、不意に目を伏せた。

「まあいい。どうせいまだに俺の言うことなんてガキの戯れ言ぐらいに思ってるんでしょう？　せいぜい甘く見てください。最後に笑うのは俺ですから」

　愛の囁きなのか、宣戦布告なのか分からない物言いに、開いた口が塞がらない。

「相変わらず自信家ね」

　皮肉を込めて言えば、セルジュは肩を竦め、腕を解いた。

　不意に視界が開けて、ホッと安堵のため息が零れる。

「話は終わりです。時間をとらせてすみませんでした。部屋まで送ります」

　まるで今しがたの出来事などなかったかのような口ぶりだ。切り替えの早さに驚くと同時に、自分だけ狼狽えさせられた理不尽さに腹が立ってくる。

　――私だってできることならあなたに応えたいわよ！　でも、年の差も身分の差もあるのよ!?　あなたが苦労するって分かっているのに頷けるわけないでしょう、セルジュのバカッ！

　つんとすました顔の裏でそんな悪態をついて、目の前を行く赤毛をじっと見据えた。

　ルネがセルジュと出会ったのは、城に上がって四年目の、ちょうど今頃の季節だ。ルネが十八歳、セルジュは十四歳。彼はまだ一人前の騎士ではなく、見習いの立場だった。

　背丈は同じ年頃の少年としては平均的で、幾分線の細い印象の体つきをしていた。二十歳となった今のセルジュはどちらかと言えば背が高く、全身にしなやかな筋肉がつき繊細な印象はない。昔から整っていた顔立ちにも精悍さが加わり、人目を惹く美丈夫ぶりだ。

　そんな彼が自分に執着するのは、鳥の雛がはじめて見たものを親と思い込むのと同じだ。だからこそ、自分は年長者として彼の暴走を諫めなければならない。自分の恋心など押し殺してしまわなければ。

　なのに、セルジュはいまだに昔と同じ眼差しでルネを見る。

　それが辛くて、苦しい。

　――いつまでも子どものままではいられないのよ。分かって。

　口に出しても彼はルネの言うことなど聞かないだろう。だから、眼差しに込めてじっと彼の姿を眺めた。
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　六年前のある秋の日のことだった。

　当時、城で働く侍女たちのうち古参の何人かが仲違いをしていた。派閥に別れてそれぞれが悪口を言い合い、陰湿な嫌がらせも横行していた。当事者同士で仲が悪いのならまだ良いのだが、自分たちの派閥に後輩を取り込もうというのか、あの手この手で勧誘があり、もしそれを別の派閥の誰かに見られればチクチクと嫌みを言われるか、自分たちと仲良くしたほうが得だなどと脅迫めいた勧誘を受けるのだ。

　後輩にあたる若い侍女たちの中にはそうして派閥に染まっていくものも多かったが、しかし一部にはのらりくらりと切り抜けて中立を保つ者たちも存在した。

　ルネもその中立をなんとか保っていた一人だ。

　地方の、しかも男爵家の娘という出自の低さが幸いしたのか、それとも生真面目な性格が良かったのか、あるいは当時十歳のオディル王女がルネを気に入って常時傍に置いていたためか、

　彼女に対する勧誘は同僚たちに比べて少しばかり緩かったようだ。下手に脅迫などして王女から王妃へと告げ口をされてしまったら困るという思惑もあったのだろう。

　さすがに国の要である王城で働く侍女たちは賢い。陰湿な派閥争いが顕在化して城の内向きを治める王妃の耳に入るまでには、かなり時間がかかった。

　後に大規模な組織改革が行われ、派閥をつくって争っていた者たちは全て解雇されたのだが、それはもう少し先のことだ。

　この日のルネはいつ終わるとも分からない争いの真っ只中に身を置いている状況で、精神的に疲れ果てていた。しかし、いくらうんざりしたからと言って逃げるわけにもいかず、まだマシなほうだと自分を騙しながら何とかやり過ごしている。

「ないわねぇ。困ったわ、誰かに拾われてしまったのかしら？」

　午前中、オディル王女が庭を散歩した際にお気に入りのブレスレットを落としてしまったようなのだ。

「きっとこの辺に落ちていると思うんだけれど……」

　散歩に同行した彼女は、この辺りで王女が走ったりくるくると回っていたのを思い出したのだ。王女が激しい動作をしたのはそのときだけだ。

　おそらくこの辺りの道に落ちたか、もしくは道脇の草花の茂みに飛んだのではないかと見当をつけている。目を皿にし、地面を舐めるように探しても見つからない。

　落としたブレスレットはとても繊細な金の鎖で作られたもので、身につけていることさえ忘れてしまうほど軽い。歩いている間に手から滑り落ちたのなら道に落ちている可能性が高いだろうが、勢いをつけて手から外れたのであれば厄介だ。予想より遠くまで飛んでいるかもしれない。

「道には落ちてないわね。とすると、茂みの中かしら」

　目立つところに引っかかっていればいいのだが、ざっと目を走らせた限りそれらしきものは見当たらない。

　オディルは自分の不注意で落としてしまったことを気に病んでいるようで、明日自分で探すと主張していた。それをどうにか説得して日没までの間、オディルの傍を離れてブレスレットを探す許可を得たのだ。できることなら今日中に探し出したい。

　ルネはお仕着せのドレスが汚れるのも厭わずに、地面に膝をついた。顔を地面につけるようにして、植え込みの根元を眺め回す。

「んー……、あ！　あれ！」

　四角形に整えられた低木の根元、そこへ横ざまに日の光が差し込んでいる。西に傾き夕方の色を帯び始めた日光の筋の中で、なにかがチカッと光ってみえた。じっと目をこらせばそれは黄金色をしている。まさしく探していたブレスレットに違いない。

「良かった、あったわ！」

　満面に喜色を浮かべて、ブレスレットを拾うべく腕を伸ばした。

　しかし、あと少しのところで届かない。小枝に顔をチクチク刺されながら頑張ってみるものの、あとほんの少しの距離が縮まらないのだ。

　――反対側に回り込めば届くかしらね。

　ルネは猛然と立ち上がり、茂みの向こうに回り込める場所を探して走り出した。

　遊歩道からよく見えるようにと配置された木や花は、一歩中に入ってるとまるで迷路のように入り組んでいた。ぼんやりしていたら迷ってしまいそうだ。

「目印にリボンを結んできておいて正解だったわ」

　我ながら偉いと自画自賛する。

　どの木の根元に落ちているか分からなくなったら困ると思い、万が一に備えて、髪を結んでいたリボンを枝にくくりつけておいたのだ。

　お陰で迷わずに目的の低木までたどり着き、無事にブレスレットを回収できた。

　土を丁寧に払い、持参した小ぶりの巾着に入れてスカートのポケットにしまう。

「ああ、良かった。これでオディル様も安心なさるわ」

　きっと夕食は美味しく食べられるだろうし、眠れない夜を過ごさなくてもすむ。愛する主にそんな憂鬱な夜は似合わない。

　ルネは足取りも軽くその場を立ち去ろうとしたが、視界にふと違和感を抱いて動きを止めた。

「あら？」

　奥の茂みをのぞき込めば、そこにはごくごく小さな空き地があった。大人三人ほどが立ったらいっぱいになりそうなほどの大きさだ。折り重なるように植えられている低木の陰に隠れて遊歩道からは全く見えない。

　そこに少年らしき人物が一人、膝を抱えて蹲っていた。

　薄汚れてはいるが、衣服を見る限りどうやら騎士見習いのようだ。

　王城の中には、王族の警護を主な任務とする近衛騎士団と、王都とその周辺の治安維持を任務とする第一騎士団の本部が置かれている。

　少年の着ている上着の袖には、第一騎士団の紋章である大鷲の図案が刺繍されている。

「ちょっと、あなた！　怪我してるじゃない！」

　袖から伸びた手は泥だらけで、よく見ればあちこち擦り剥いているようで赤黒い血が固まりかけている。しかも、一番驚いたのは左手の指だ。人差し指と中指、薬指が赤黒く変色して腫れ上がっている。まるで何か硬いものをぶつけたかのようだ。

「手当しなきゃ駄目じゃない！」

　駆け寄って少年の横に膝をつく。

　すると、少年がのろのろと顔を上げた。驚くほど端正な顔にルネは一瞬目を見張ったが、すぐに我に返った。身体と同様に顔も泥だらけで、こめかみ辺りからは血を流している。

「……あんた、誰？」

「そんなことどうでも良いわ。それより早く傷口を洗って、その指は冷やさないと！　もし、怪我から雑菌が入って病気になったらどうするの！　その指だってそうよ。もし骨折していたり、ヒビが入っていたら……」

「折れてない」

　気だるそうに少年が答える。

　ルネに見つかってしまったのが悔しいのか、それとも話しかけられたり、心配されたりするのが鬱陶しいのか、彼は乱暴に髪をかき上げる。よりにもよって腫れ上がったほうの手で。

　自分が怪我をしているわけではないのに、ルネはその仕草を見て痛そうに顔をしかめた。

「でもそんなに腫れてるんだもの、すぐに冷やすべきよ。明日、剣が握れなかったらどうするの!?」

「このぐらいの打ち身で剣が握れなくなるほどヤワじゃない」

「ちょっと待ってて。ハンカチを濡らしてくるから、せめてそれで……」

「うるさいっ！　余計なお世話だっ！　俺のことなんて気にしないでさっさと行けよ。あんた、王族付きの侍女だろ？　こんなところで油売ってて良いのかよ」

　少年は憎々しげに顔を歪めてルネを睨みつけた。琥珀色の目が苛立ちに爛々と光っている。

「……そうね、お節介だったわ。ごめんなさい。私、もう行くわ。――あ、お節介ついでにこれ……」

　ルネはハンカチを取り出し、少年に押し付けた。

「こめかみの傷、血が止まってないみたいだから、これで押さえて？　まだ使ってないから綺麗よ」

　邪険にしたのに、それでもめげないルネに驚いたのか、少年は虚を突かれたような顔つきで素直にハンカチを受け取った。

「おい……？」

「女っぽいハンカチなんて持ってたら、みんなにからかわれちゃうかな？　そうねぇ、それなら使い終わったらすぐ捨てちゃって？　証拠隠滅！　先輩やお友だちに見つからないよう気をつけてね」

　悪戯っぽく片目を瞑って笑う。

　そんなことを口にしたのは、侍女同士の争いを見ているからだ。どんな切っ掛けで自分が標的になるか知れない。日々気を張って過ごしている彼女ならではの視線だった。

「だって、これ、その……手が込んでるみたいだし……そんな簡単に捨てられないだろ」

　少年は仏頂面のままだが、ぼそぼそと気遣うようなことを言う。

　野生の獣が僅かに心を開いてくれたような嬉しさを感じる。ルネは小さく笑って「気にしないで」と答えたが、それだけでは納得しないようだ。

「それ、ただの白いハンカチに私が簡単に刺繍とレース編みを足しただけなの。男性から見ると手が込んでるように見えるのかしら。嬉しいわ！　でも、そういうわけで本当に大したものじゃないから遠慮なく使ってね。じゃあ、私はこれで」

　押し問答をしていても埒が明かないと判断したルネは踵を返した。数歩進んでから思い出したように振り返る。

「よく知りもしないのにこんなことを言ったらあなたに失礼かも知れないけれど……負けないでね！　辞めようと思ったらいつでも辞められるわ。だから、『もう無理だ』って思うそのときまでとりあえずやってみよう！　そうしているうちに何かが変わって楽になるかも知れないしね？　お互い、頑張りすぎない程度に頑張りましょ！　あっ、ここであなたに会ったことは誰にも言わないから安心してね」

　それだけ一気にまくし立てると、彼女は今度こそ振り返らずにその場を去った。

　少年の所属が第一騎士団なのは分かったものの、名前も知らない。同じ城の中にいるとは言え、敷地は広大だ。己の仕事に関係のない場所や部署になど一歩も足を踏み入れないこともざらだ。もう会うこともないだろうと思いつつ、ルネは主の待つ部屋へと急いだ。




　それからしばらく経った日の昼。

　ルネは小ぶりな籠を手に、人影もない廊下をとぼとぼと歩いていた。

「ああ……。まさかこんなことになるなんて」

　迂闊だった……と大きなため息をついて肩を落とす。

　オディル王女愛用のブレスレットを見つけたまでは良かったのだ。だが、見つけたと申し出るタイミングがとてもとても良くなかったのだ。

　ブレスレットを見つけて王女の部屋に戻ったところ、たまたま王妃がオディルの部屋を訪れている最中で、意気消沈している王女を慰めていたのだ。

　そこへうっかり「オディル様、見つかりました！」と元気に駆け込んでしまったのだ。

　ルネは王妃の姿に目を白黒させ、次いで己のしでかした非礼に顔を青くした。しかし、オディルは咎めるどころかルネに抱きつかんばかりに喜び、愛娘のはしゃぎようを見た王妃もまたルネを手放しで褒めた。褒美まで賜ってしまい、思ったよりも大ごとになった。

　それが一部の先輩侍女には面白くなかったようで、あることないこと陰口を叩かれる羽目に陥ってしまったのだ。

　しかも、その侍女たちを快く思っていない者たちは、ちょうど良い機会だと言わんばかりの勢いで陰口を叩いた者たちを糾弾する。おまけに彼女たちは、ルネに対しても自分たちの仲間になったら守ってあげるという甘い言葉で誘いをかけてくる。

　目立たぬように、中立を保つように、と頑張ってきたのに、ここに来て最大の危機だ。陰口を叩かれるのはまだ仕方ないとして、勧誘を断るのは難儀だ。下手に断ってそちらからも睨まれたら大変だ。

　そんなこんなで、今や休憩や食事の時間さえ落ち着いて取れない。

　食事は食堂でとることを諦め、顔見知りの料理係に頼みこみ簡単に食べられるものを籠に詰めてもらっているのだ。それを持って人気のないところを見つけて食事を取る。休憩時間も似たようなもので、あちこちに隠れて過ごしている。

　幸い宿舎は一人部屋なので、夜はゆっくり休めた。

「今日はどこで食べようかしら？」

　そう呟いた直後、ふと思い出した。

　――そう言えば、あの少年大丈夫かしら？　たしか第一騎士団の鍛錬場ってこの近くよね？　こっそり遠くから覗いてみようかしら。

　騎士たちの訓練をこっそり眺める女性は意外と多いのだ。恋人だったり、夫だったり、憧れの君だったり事情はさまざまでも、好きな男性が真剣に打ち合う姿は女性たちの胸を大いにときめかせるものらしいのだ。

　――私が紛れても大丈夫よね？　目立たないわよね？

　彼女は意を決して鍛錬場へと向かった。

　近づくにつれて、野太いかけ声や、お腹に響くような怒声が聞こえてくる。その迫力に及び腰になりつつも、何とか訓練している騎士たちが見える場所までやって来た。

　周りを見れば、やはりあちこちに女性の姿がある。

　どこが一番目立たないだろうかと考えて、手近にあった木の陰に身を隠した。

　――ここからなら、木が邪魔をしてあちらからは見えないはず！

　ちょうど良い場所を確保できてホッと安堵し、今度は少年の姿を探す。

　――あんなにひどい怪我をしていたけれど、本当に大丈夫かしら？　骨は折れていないと言っていたけれど……。あ、いたわ！　あの子よね？

　鍛錬場のほぼ真ん中に、ひときわ目立つ赤毛。岩のような体躯を持つ壮年の騎士と打ち合っている。次々に剣を打ち込むのだが、軽々とはじき返されている。攻撃が途切れると逆に壮年の騎士が打ち込み、少年がそれを受け止める。攻撃は相当重いらしくて、少年は踏ん張った姿勢のまま、後ろへ滑る。力で押し負けそうになっているがどうにか持ちこたえて、相手の剣を横に流す。

　――が、頑張ってっ！

　いつしかルネは手をギュッと握りしめながら、心の中で彼を応援している。握りしめた掌にはじっとりと汗をかいていた。

　どこまで彼が持ちこたえられるか、それとも好機が訪れて逆転するか……そう思った矢先、『それまで！』とひときわ大きな声が響き渡った。

　それを合図に鍛錬場に漂っていた張り詰めた空気が緩む。

　騎士たちはそれぞれ対戦相手に向かって頭を下げ、三々五々散っていく。どうやら彼らもこれから昼の休憩に入るらしい。

　ルネは夢から覚めたように我に返り、そそくさと木の陰から離れた。

　あのときの少年が元気でやっている姿が見られて安心したし、あんな大きな騎士を相手に一歩も引かない強さにはドキドキした。

　――私も頑張らなくちゃ。こんなことでへこたれていたら、彼に笑われちゃうわね！

　ただの気まぐれだったが、見に来て良かった。彼女は軽くなった心のまま微笑を浮かべて歩いていた。

「待って！」

　そんな彼女に背後から声がかかる。声変わりは終わっているものの、まだ安定はしていない。そんな若々しい声だ。

　まさか自分に向かってかけられた声だとは思わず、そのまま歩を進めれば、背後から誰かが走ってくる足音が聞こえてきた。

「待ってってば！」

　焦りを滲ませた声とともに行く手を遮られ、思わず足を止めた。

「良かった、間に合った……」

　息を切らせながら少年が呟いた。

　激しい稽古の後に走ったのだから、さすがに息が切れるのだろう。

「だ、大丈夫？」

　思わず尋ねてしまうほど、彼は荒い息をつき、額から汗を滴らせている。

「大丈夫。こんな格好でごめん。でもあなたの姿が見えたから、どうしても引き留めたくて」

　少年はそう告げると二、三回深呼吸をする。そうして息を整えたと思いきや、深々と頭を下げた。

「先日は失礼しました。俺、あなたに向かって、すごく失礼な態度を取りました」

「や、やだ、そんな。私だったら平気よ。気にしていないわ。お願いだから顔を上げて。――それより怪我は大丈夫？　指はまだ痛むんじゃない？」

「ああ。あのぐらいはいつものことなので平気です。本当にすみませんでした。あのときの俺、どうかしてたんです。叱責を受けるのなんて日常茶飯事なのに、どうしてだかあの日はそれが堪えて……」

　恥じ入るように頬を赤らめて視線を彷徨わせる少年の姿が微笑ましく、ルネは思わず顔をほころばせた。

「そんな時もあるわ。疲れていたり、お腹が空いていたり、寝不足だったり、具合が悪かったり。そういう時は特に悲観的になりやすいから。ほら、あのときも夕方で夕食の前だったでしょ？　きっとそのせいね」

　わざと明るい口調で告げれば、つられたように少年も笑う。

「ハンカチ、ありがとうございました。あんなふうに優しくしてもらって、すごく嬉しかったのに、本当に俺は……」

「やだ、もう謝らないで。本当に気にしていないから。私のほうこそありがとう。頑張ってるあなたの姿を見ていたら元気が出たわ。私も頑張ろうって思った！　本当はこっそり見てこっそり帰るつもりだったんだけど、見つかっちゃったわね」

　おどけて肩を竦めれば、少年はぷっと吹き出した。

「じゃあ、俺は運が良かったのかな。ちょうどあなたが木陰から離れて踵を返すところを目撃したので」

「まぁ！　私ったら油断しちゃったのね」

　こんなふうに楽しく誰かと雑談するのは久々だった。

　不意に目の奥がツンと痛くなって、涙がにじみそうになる。

　いきなり目の前で涙など見せたら、少年は何事かと驚くだろう。そんな情けないところは見せられない。何度かまばたきをして、誤魔化した。

「俺はセルジュと言います。セルジュ・ノールランス。あなたの名前を聞いてもいいですか？」

「え!?　ノールランスって……。あなた、もしかしてノールランス侯爵の!?」

「ノールランス侯爵は俺の父です。それが、なにか？」

　ノールランス侯爵家と言えば国内屈指の大貴族だ。その子息に気安い口を利いてしまった。今さら後悔しても後の祭りなのだが、それでも動揺は止められない。

　第一騎士団は騎士たちの養成機関も兼ねており、国中の騎士見習いが集められている。貴族の子弟もいるが、平民から登用されるものもいる。先日のぞんざいな口調の印象が強かったからか、ルネは彼を平民か、もしくは下級貴族の家の出だと思っていた。

「いえ、何でもありません。セルジュ様とおっしゃるのですね。今までの数々のご無礼――」

「そういうのは止めてください。俺は俺です。ただの騎士見習いのセルジュです」

　しどろもどろのルネを遮り、セルジュは強い口調で告げる。

「でも……」

「お願いだから、今まで通りに喋ってください。あなたに距離を置かれるのは寂しいです。――それよりあなたの名前を教えてください。駄目ですか？」

「ルネ、よ。ルネ・リヴィエール」

　セルジュは噛みしめるように「ルネ……」と呟く。

「ねぇ、ルネ。俺と友だちになってください」

　爽やかな笑顔を浮かべながら、握手を求めるように手を差し出してきた。

「まぁ。私などでよろしいのですか？」

　と問えば、セルジュは敬語を咎めるように顔をしかめる。慌てて「私なんかでいいの？」と言い直せば、即座に「もちろん！　あなただから友だちになりたいんです」と返ってきた。

　こうして、騎士見習いのセルジュと、ルネの奇妙な友情が始まったのだった。

　暇を見つけては会い、お互いの近況や悩みを話せる範囲で打ち明け、また忌憚のない意見を言い合う。

　いつまでも続くかに見えた二人の友情だが、それはセルジュが十八歳となり、正式に騎士に叙任された頃に終わりを告げる。

　その頃には侍女たちの派閥争いも王妃の知るところとなり、大規模な組織改革の末に鎮静化していた。先導した者たちはみな解雇されて里へ戻り、加担したものもそれぞれに罰を受けるなり、配置換えになるなりして落ち着きを取り戻していた。

　正式に騎士となったセルジュは、国の北方を守護する第二騎士団への配属が決まり、城を離れることになったのだ。

　北側を接するグローム国とは昔からあまり友好な関係を築けておらず、度々小競り合いが起きている。第二騎士団が駐留するのは、そのグロームとの国境沿いに建てられた砦、ルーヴォワだ。国内で最も戦闘が起こる可能性が高い。そんなところへ配属となるセルジュの身を案じる気持ちはある。しかし、第二騎士団で実戦経験を積んだ後、王都へ戻り近衛騎士団に入るのが出世の早道だという噂も聞く。大貴族ノールランス侯爵家の令息なら、そういう道を辿るのも頷ける。

　セルジュがルーヴォワへ出立する前日のことだ。

　ルネは使い終えた茶器を返却し、オディルの部屋へ戻るべく廊下を歩いていた。

　特別な友人であるセルジュの身を案じる気持ちや彼と会えなくなる寂しさ、これからも今まで通りに接して良いのかそれとも距離を置くべきかの迷い……色々な思いが去来して、我知らず、姿勢は俯き加減になっていく。

「ルネ！　ようやく見つけた！」

　覇気のある声に、ルネはハッと我に返った。

「セルジュ。こんなところで油を売っていていいの？　出立は明日じゃない。準備はもう終わったの？」

「もちろん。終わったから、あなたを探していたんです」

　友人になったあの日以来、セルジュはルネに対して敬語を崩さない。なのに、彼女には使うなと言う。何とも奇妙だが彼の強引さに押し切られ、今となっては違和感さえ感じなくなっていた。

　それもそろそろ終わりにすべきなのだろう。頭では分かっているのだが、友情にヒビを入れたくなくて態度を改める機会が掴めないでいた。

「ルネ、話があります。少し時間を貰えますか？」

「な、何？」

　改まった態度と真剣な眼差しに、ルネは少し及び腰になる。

「時間はとらせません。ここでは話しにくいので、いつもの場所に行きましょう」

　何か重要な話なのだろう。

　いつもの場所、というのは二人が出会ったあの茂みのことだ。ルネとセルジュは、たまにあの場所で会い、他愛もないお喋りをしたり、昼食を共にしたりしていた。

「話って何かしら？」

　いつものように芝生に座り、隣に並んだセルジュに尋ねた。

　その途端、彼はグッと身を固くし、それから意を決したようにルネへと向き直った。

「ルネ。愛しています。俺と結婚してください」

「え……」

　まさかの事態に絶句する。聞き間違いかと思ったが、真剣そのもののセルジュにもう一度言ってくれとは頼みにくい雰囲気だ。

「待って。セルジュ、あの……」

「出会ったときから、ずっとあなたのことを想っていました。でも、半人前の身ではあなたにそれを告げることもできない。だから待っていたんです。一人前の騎士になる日を。ルネ、どうか俺の気持ちを受け取ってほしい」

　驚きに身を強ばらせるルネの手を握り、セルジュは燃えるような眼差しで彼女を見つめる。

　彼の情熱に気圧されて心が揺れそうになったが、ルネはゆっくりと首を横に振った。

「ごめんなさい、セルジュ。あなたの気持ちは受け取れない」

「どうして？　俺のことが嫌いですか？　他に好きな人がいるんですか？」

　問い詰めてくる彼の目は、がらりと色が変わっていた。琥珀色の虹彩が少しばかり陰るような色味を帯びている。それを目の当たりにしたルネの背筋を、冷たいものが這う。

「いいえ。違うわ。そうじゃない。あなたのことは好きよ、友だちとして。あなたが愛だと思っているそれは、まやかしよ。あなたの傍にいる女性がたまたま私だけだった。だから、友情と愛を間違ってしまったの」

「そんなことはない！　確かにあなたと出会った頃は子どもだった。けれどあれから四年、俺だって何度も考えました。考えて、考えて、考え抜いて、それで確信したんです。俺はあなたを愛しています」

　セルジュはルネに向かって真っ直ぐな情熱をぶつけてくる。

　気圧されて、受け止めきれなくて、彼女は花が萎れるように力なくうなだれた。視線は彼の顔から地面へと移り、そこで止まる。

「ごめんなさい。あなたの気持ちは嬉しいけれど、頷くことはできないわ」

「――理由を聞かせてください」

「身分差。それから年の差」

　ことさらぶっきらぼうに答えたのは、それでセルジュの気勢を削ぎたかったからだ。

　勇気を出しただろう告白を、わざと軽くあしらえば彼の気持ちは冷めるかもしれない。

　だから、うなだれてしまいそうになる自分を叱咤して、顔を上げた。

「格差のある結婚は不幸なものよ」

「格差？　そんなもの関係ない！　もし誰かが阻むというなら、俺がなんとかします。誰にも何も言わせたりしない」

　ルネの手を包み込んだセルジュの手に力が籠もる。だから安心してほしいと言う代わりのように。

「馬鹿なこといわないで、セルジュ。若気の至り、ってよく言うでしょう？　今のあなたはまさにそれよ。四歳も歳上で、可愛げも面白みもない私なんかより、あなたに相応しい女性はたくさんいるわ」

「ルネ！」

「いい加減にしなさい。結婚を軽く考えないで。結婚は家と家との結びつきでもあるのよ。あなただってそんなこと分かっているでしょう？　なのに冷静に考えられないっていうのは頭に血が上っているからよ。勢いで求婚するなんて大人のすることじゃないわ。そして、私は子どもの戯れ言を真に受けるほど純粋でもないの」

　強い口調でぴしゃりと言い切ったルネに向かい、セルジュは何かを言いかけたがグッと口を引き結んだ。琥珀の目には動揺が見え隠れしており、先ほどのような熱っぽさは見えない。

　彼も冷静さを取り戻しつつあるらしい。

「――わかりました。今日のところは引き下がります」

　長い沈黙のあと、彼はぽつりと零した。

「そうしてくれると嬉しいわ」

　彼が諦めてくれたことにホッとして、ルネは彼の手から自分の手をそっと引き抜いた。

「ですが、あなたを諦めるのではありません。日を改めるだけです」

　日を改めると言ってくれただけで充分だ。城を離れ新しい環境に身を置けば、彼はすぐにルネのことなど忘れるだろう。

　ズキズキと胸が痛んだけれど構わない。

　そうだ。輝かしい未来が待っている彼にとって、自分が傍にいるのは不利益にしかならない。だから、自分の選択は間違っていない。

　次に会うとききっと彼はルネのことなど忘れるか、思い出したくもない過去になっているだろう。

　そう思っていたのに。なのに……。














第五章　変化は雨の夜に









「ルネ。……ルネ！　どこに行くんです？　行き過ぎですよ」

　呆れ気味の声に、ようやくルネは我に返った。

「え？　行き過ぎ!?　嘘……やだ、私ったら！」

　慌てて周囲を見渡せば、確かにセルジュの言うとおりだ。

　急いで駆け戻って、声をかけてくれた礼を口にすると、セルジュはにやりと意地悪な笑みを浮かべた。

「そんなに俺とのことを真剣に考えてくれてるなんて嬉しいですね」

「なっ！　違うわよ！」

　耳まで真っ赤にしながらそんなことを言っても全く説得力はない。セルジュの笑みがますます深くなる。

「一ヶ月後の豊穣祭。そのときにまでに考えておいてください」

「え？」

「求婚の返事。一応、期限はあったほうがあなたも気楽でしょう？　早いぶんにはいつでも大歓迎ですけど。何だったら今、返事をくださっても良いですよ」

「では遠慮なく今申し上げます。謹んで、お断りします！」

　眉を吊り上げ、できる限り怖い顔を作って告げたのに、セルジュはあははと笑って取り合わない。

「それ返事じゃないので受け付けません。返事の際は俺が納得するような理由も添えてください。生半可なことじゃ諦めないので覚悟してください」

　それは実質的に『はい』しか受け付けないということ!?　と突っ込みたかったがグッと我慢した。この二年でたくさんの経験を積んだのだろうか、今のセルジュは昔より遥かに食えない性格になっているようだ。少し話しただけだが、危険をヒシヒシと感じる。下手な返事をして、それが裏目に出たらたまったものではない。

　――豊穣祭まであと一ヶ月あるわ。その間に何か良いことがあるかも知れないし……。とりあえず、できるだけ彼を避けて生活しましょ。

　先延ばしも逃げ隠れも、何の解決にもならない。分かってはいるが、それ以外にどうしようもない。

　何とかなるだろうと希望的観測を胸に主の元へ戻ったのだが、その希望は早くも遠のくことになった。

「ルネ！　ひとりで大変だったでしょう？　ご苦労様。――あら？　後ろにいるのはどなた？　……セルジュ？　セルジュね！　そうでしょう？　あなたには話を聞きたいと思っていたのよ！　あまり時間がないけれど、入ってちょうだい」

　部屋でくつろいでいたオディルは、ルネが開けた扉の隙間からちらりと見えたセルジュの姿をめざとく見つけて声をかけたのだ。

　主の命令ある。ルネは逆らうこともできず、セルジュもまた明確な理由がなければ断れない。いや、振り向いて彼の顔を見上げたところ、してやったりと言わんばかりに唇を歪ませたので、どうやら彼にとってオディルの誘いは願ってもないことだったようだ。

　果たして、セルジュの求婚と、それを断り続けているルネの関係はオディルと彼女の侍女たちに知れ渡ることとなった。このぶんでは、城じゅうの侍女の知るところになるのも時間の問題だろう。




　それから数日が過ぎれば、ルネの予想通り侍女たちの間に噂が広がっていた。顔見知りの侍女や下働きに合うたび、詳しく聞かせてほしいと言われるので閉口する。

「ここまでくるともう笑うしかないわ」

　あはは、と乾いた声で笑う。

「やぁ、ルネ。何か面白いことでもあったんですか？　今日の仕事はもう終わりましたよね？　部屋までお送りします」

　振り向かなくても声の主は分かる。

「――来たわね、元凶」

　ぼそりと呟いてから、くるりと振り向く。

「ごきげんよう、セルジュ様。毎日毎日申し上げておりますが、送っていただかなくて結構です」

「今日も綺麗ですね。今日は王太子殿下の視察に同行したのですが、途中で見かけた花屋の店頭に飾ってあった花があなたに似合いそうだったので、勤務明けに行ってみました」

　どうぞ、と言いながらセルジュは半ば押し付けるように花束を渡す。

　秋の花を中心にまとめられたそれは、大人びた色合いだが所々に赤い実が配されていて、可愛らしさも兼ね備えている。

「あの……お気持ちは嬉しいのですが」

「受け取ってください。返されても困ります」

　返されて困るくらいなら最初から買わなければいい。そう口にしそうになったが、それはあまりにあまりな言い草だ。一度言いよどむと、なかなか代わりの言葉が見つからない。

「セルジュ様、贈り物をこう毎日いただくのは気が引けます。私にはいただく理由がございません」

「俺が贈りたいから贈っているのです。あなたは気にしないでください」

　この押し問答は毎日だ。結局ルネが根負けして受け取るしかなくなる。

　美味しいと評判の菓子、珍しい異国のお茶、流行の髪飾り、そして今日のような花――ひとつひとつはそれほど高価なものではないのだが、だからこそ押し問答の末に受け取ってしまうのだ。

　お陰でルネの部屋には着々と彼からの贈り物が増え、それらを目にするたびに彼を思い出してしまうので困る。

　いっそ、それらを何の躊躇もなく捨てられる性格だったら良かったのだが、そこまで割り切りの良い性格ではない。

　彼の贈り物はひとつひとつ彼自身が選んでくれたと分かるものばかりだ。それを無碍にできるわけがない。

「気にするなと言われても気にしますから、もう止めてください」

「残念ながらそれは無理です。今の俺は、何を見ても、何を聞いてもあなたを思い出してしまうんだから」

　彼は仕方ないと言いたげに肩を竦め、苦笑にも似た甘い笑顔を浮かべる。

　――ずるいわ。そんな顔で言われたら、気持ちが鈍ってしまうじゃない。

　豊穣祭まであと十日もない。期限は間近に迫っていた。

　いまだ彼を納得させられていないし、我ながら単純だと思うが気持ちはぐらついている。

　ならいっそ彼の求婚を受け入れられれば……と思うが、それも怖くてできない。

　身分違いの恋が美しいのは物語の中だけだ。最初から歪ひずんだ結婚は、時が経てばどんどん歪みが大きくなるだけ。

　歳の差だってそうだ。セルジュは四歳差なんて関係ないと言う。けれど、それは今だけの話ではないだろうか。彼は若くてとても魅力的なのだから、美しい女性たちからのお誘いもたくさん受けるだろう。いつか、彼は自分より若くて可愛らしい女性に目を向けるかもしれない。もしそうなったら……？

「ルネ。風が冷たくなってきました。そろそろ行きましょう」

　肩をそっと押されて我に返った。肩に感じる彼の体温に頼もしさを感じて寄りかかりたくなったものの、それを打ち消して慌てて飛び退いた。

「そうね、風が、冷たいですからっ」

　動揺する彼女を、セルジュはさも愛おしいと言わんばかりに見つめる。

　引き際をよく知る彼はそれ以上強引なことはせず、ルネを促して歩き出した。

　今宵もなし崩しのまま、ルネを部屋まで送る権利を獲得したことに、内心で喜びながら。




　侍女たちの宿舎となっている棟には入り口に管理人が常駐している。セルジュの見送りはその入り口までだ。

「では、ここで。送ってくださり、ありがとうございました」

「おやすみなさい、ルネ。良い夢を。俺は今日はこのまま夜勤です。どなたの警護にもつかず、待機所にいますから、何かあったら、迷わず俺のところへ来てください。場所は分かりますね？」

「嫌だわ、何かなんて起こるはずありません」

　これも毎日のやりとりだ。彼が日勤で帰宅するときには、同僚の誰それが待機だから頼るようにと言ったりもする。

　もちろん、何かが起こった試しもない。考えすぎだと笑うルネに、それでもセルジュは毎日同じ注意を口にする。

「その油断が命取りになるんです。昨日まで安全だったからと言って、今日も安全だとは限らないでしょう？」

　真剣な彼の言葉の裏には、二年間赴任していたルーヴォワでの経験があるのだろうか。小競り合いとはいえ、隣国との武力衝突は時々起こっている。その衝突が小競り合いで終わるのかどうかは後になって分かること。そのときその場では今度こそ大規模な武力衝突になるかも知れないと緊張が走ったことだろう。そういう一触即発の事態を何度も経験したからこそ、彼は何度もルネに念を押すのかもしれない。

「気をつけます。セルジュ様は本当に気を回しすぎです」

　神妙に頷きながら、それでも茶化さずにいられないのはどうしてなのか。またやってしまったと内心でほぞを噛む。セルジュはいつも通り小さく笑って口を開く。

「あなたのことだから心配になるのです」

　そんなことを言われてしまえば、冷静でいられなくなる。熱くなる頬を持て余して、視線を彷徨わせた。

「部屋に入ったら必ず鍵をかけて、戸締まりもしっかりと。就寝前には必ずもう一度確認すること」

「承知しました。それでは失礼します」

　踵を返すと、彼女は侍女たちの宿舎棟の階段を駆け上がった。

　ルネの姿が建物の中に消え、しばらくすると二階の一番端の部屋に明かりが灯る。

　それを確認してからセルジュはようやくその場を離れた。

　彼の顔に浮かぶのは微笑だが、そこに少しばかりの懊悩が見え隠れしている。しかし、夜の闇に紛れてそれに気付く者は誰一人としていない。




「はぁ……今日も一日疲れた……」

　後は寝るばかり。

　鏡台の前に座り、長い髪を梳る。長年同じ形にまとめている髪は、洗ってもクセが取れない。最初の頃は悩んだものだが、今ではもう慣れた。と言うより諦めた。

　丁寧にブラシをかければ、クセは取れなくとも艶を取り戻し、オレンジの明かりに煌めく。

「これでよし、と」

　鏡台にブラシを置く。鏡越しに、セルジュからもらった花束が見えた。戻ってすぐに花瓶に移し替えた花々は瑞々しい美しさを保っている。そこにあるだけで殺風景な部屋が華やぎ、視界に入るたびに心が和む。

　――そうよ、花に罪はないわよね。

　うっかり受け取ってしまったけれど、こんなに綺麗に咲いている花を粗雑には扱えない……そんなことを考えながら、ベッドに入るため腰を上げた。

　それと同時に、窓からコンコンと異音がした。

　まるで誰かがノックしているような音だ。

　先ほどから雨が降っているが、風も出てきたのだろうか？　木の枝が風に煽られて窓にぶつかっているのかもしれないと考えたものの、それにしては規則正しすぎる。

　――バルコニーに、誰か……いるの？

　そう思い至った途端、喉の奥でひゅっと息が鳴る。

　強盗の可能性に身構えて、何か武器になるようなものがないかと辺りを見回す。クローゼットから傘を引っ張り出して胸に抱き、恐る恐る窓辺へ寄る。

　その間もコンコン、とノックのような音が続いている。

　――待って。強盗だったらノックなんてする？　明かりがついていて人がいそうな部屋より、無人の部屋を狙うんじゃない？　じゃあ、こんなことをするのは、誰？

　不意にセルジュの姿が頭をよぎる。

「でも、まさか。そんなことするわけないわよね？」

　強引な贈り物攻撃も、送迎も困りものだけれど、一応は紳士的な態度を取ってくれている。まさか夜半に女性の部屋を……しかもバルコニーから訪問するなんて馬鹿げたことをするわけない。

　ここはノックなんて無視して誰か人を呼びに行くべきだ。

　理性ではそう理解していたけれど、どうしても人を呼びにいけず、ルネはジリジリと窓際に寄っていく。

　――そうよ。少しカーテンをめくって確かめてみるだけ。誰がいるのか確認してから人を呼びに行っても遅くないはず。鍵を開けなければ大丈夫、よね？

　武器代わりの傘を片手に、もう片方の手でこわごわとカーテンをめくった。

「えっ、嘘ーっ！　セ、セセセ、セルジュ様ぁ!?」

　慌てて掛け金を外して、バルコニーへ通じる掃き出し窓を開いた。

「何をなさってるんですか！　こんなにずぶ濡れになって!!」

「すみません、こんな夜中に」

　慌てるルネと違って、セルジュの答えは暢気だ。それがルネを苛立たせる。

「どうしたんですか、いったい」

「どうしても、ひと目あなたに会いたくて。こんな真似をしては嫌われてしまいますね」

　明るい口調と裏腹に、彼の顔は青ざめ、唇だって色が悪い。髪はしとどに濡れ、毛先からはポタポタと雫が垂れている。

「とにかく入って！　そんな格好じゃ風邪を引きます」

　全身ずぶ濡れでバルコニーに立つセルジュは、首を横に振るだけで動こうとしない。

「セルジュ様！」

　名を呼ぶことで催促するが、セルジュは小さく口の端を上げるだけだった。

「急な用事でしばらく城を不在にします。出かける前にあなたに会えて良かった」

「急な話、ですのね……」

　冷たい秋雨の降る夜に、こんな非常識なことをするのにはそれなりの理由があるのだろう。

　セルジュの飄々とした態度からは感じられないが、国のどこかで何かが起きたのかもしれない。

「はい。ちょっとだけ急ぎで。明日の朝、あなたをお迎えに来ることができないので、今のうちにお話ししておこうかと。あなたは人が良いから、もし俺が迎えに来なかったら、せいせいしたと思うどころか逆に心配するでしょう？」

「べっ、別に心配なんてしません！」

　嘘だ。何の連絡もなく彼が来なくなったら心配してしまう。けれど、ここで素直になったら、彼が遠くへ行ってしまう気がして、いつも以上にツンツンした態度を取ってしまう。

「もう！　話はあとで。とりあえず中に入って！」

「いえ、中に入ったら良からぬ気を起こしてしまうので、ここでお暇いとまを」

「四の五の言わずに入って！　急ぐと言っても少しぐらい時間はあるんでしょう!?」

　焦れたルネは室内履きが濡れるのも構わずバルコニーへ飛び出し、セルジュの手首を掴んだ。濡れた肌は驚くほどに冷たい。驚愕に目を見開いたのは一瞬で、この冷えようでは尚更このまま返せないと、手に力を込めて引っ張った。

　もう少し抵抗されるかと思ったが、彼はあっさりとルネの後をついて室内に入った。

「こんな夜になんて無茶をするんですか！　だいたいどうやって二階のバルコニーまで上がったんです？　もしかして脇の木を上ったんですか？　もう！　なんて危険なことを！　足が滑ったら大怪我ですよ！　大事な任務の前に自覚が足りません!!　仮にも一人前の騎士だというなら――」

「ごめん！　そんなに怒らないで、ルネ。しばらく会えないのに、最後に見た顔が怒った顔だなんて寂しいです」

「そう思うなら、こんな危険なことはなさらないで」

　戸棚から真新しいタオルを引っ張り出し、ルネはしょんぼりと佇むセルジュの頭にかぶせた。

「ルネ。綺麗なタオルが汚れてしまいます。どうせまた濡れるのだから、どうか放っておいてください」

「いけません。すぐ温かいお茶を淹れますから、そこに座っていてください。見てないからと言って髪や服を拭うのをサボらないでくださいね？」

「手厳しいなぁ」

　まるで言うことを聞かない子ども扱いだ。セルジュは苦笑いを浮かべつつもルネの言うとおり、身体を拭きながら椅子に腰を下ろした。

　部屋の隅では、ルネが手早く茶の用意をしている。

　そのキビキビとした後ろ姿を眺めながら、セルジュは自分の身体が徐々に暖まりつつあるのを自覚する。平気だと思っていたものの、どうやら本当に冷えていたようだ。

「どうぞ。本当は少しお酒を入れたかったのですが、これから大事なお仕事があるようですから……。そのかわり、少しだけお砂糖を入れました。甘いものは疲れが取れるときいたことがあるので」

「ありがとうございます。いただきます」

　口に含んだ茶は温かく、香ばしく、そしてほんのり甘かった。

　無言で向かい合う二人。静まり返った部屋の中を満たすのは、外から聞こえてくる微かな雨音だけだ。

「ごちそうさまでした。お陰でだいぶ身体も温まりました。ありがとうございます」

　それでは、これで……と、セルジュが立ち上がり、ルネも慌てて腰を上げた。

　来たときのようにバルコニーから去ろうとするセルジュの袖を掴んで引き留める。

「行ってらっしゃいませ。ご無事のお帰りをお待ちしています」

　ルネにとって、誰かをこんな気持ちで見送るなんて初めてだった。戸惑いより大きいのは置き去りにされるような心許なさと、言い表しようのない胸騒ぎ。得体の知れない不安に泣きそうになる。

「なんだか、いいですね。こういうの」

　憂いを隠せないルネとは対照的に、セルジュは心の底から嬉しそうな顔になった。

「はい？」

「愛しい人にそんな顔で懇願されたら、たとえどんなことをしてでも無事に戻らなきゃって思いますね。既婚の先輩方が鬼気迫る勢いで敵を蹴散らす理由、分かった気がします」

　セルジュは上機嫌でうんうんと頷いている。

「このまま大人しく帰ろうと思っていたのですが、気が変わりました」

「なっ、なっ、なに、を……？」

　身の危険を感じて、ルネは掴んだままだったセルジュの袖からパッと手を離した。同時に飛び退いたのだが、距離が足りなかったようだ。

　腰を攫われてあっと言う間にセルジュの腕の中だ。彼はそのまま彼女の背を壁へと押し付ける。

　抵抗できないように足をぴったりと押し付け、両腕はルネの顔を挟むようにして囲い込む。

「頑張ってきますので、ご褒美をください」

「ええっ!?　ちょ、ちょっと待って！」

「待てません」

　甘く囁きながら、彼の顔がどんどんと近づいてくる。しかもいつの間に掴まれたのか、顎を固定されていて顔を背けることもできない。

「ご褒美って後から渡すものでしょう!?　先渡しはちょっと変だわ」

　何とか彼の身体を押し戻そうと、両手で彼の胸を押すがびくともしない。それどころか、湿った制服の奥から彼の体温を感じることになって、ドキドキが止まらない。

「もう黙って、ルネ。諦めてください」

「だめ――っん！」

　触れるか触れないかの距離で囁き、セルジュは間髪を入れずルネの唇に触れた。

　ただ重ねるだけの口づけが二度、三度と繰り返される。

　セルジュの唇は優しく、触れられるたびに胸の奥がツキンと甘く痛む。

「ん……」

　我知らず鼻にかかった声が漏れ、羞恥に頬が熱くなった。

　抵抗をしなければ、と頭の中では思うのに、身体は言うことを聞かない。それどころか、その先を期待するように力が抜けてしまうのだ。

　それに気付いたのか、セルジュの口づけが深さを増した。少しでも隙間が空くことを許さないと言いたげにぴったりと重ね、ルネの唇を貪る。

　そうやって息すら奪うように口づけている一方で、彼の片手は怯えるルネを宥めるように背中を優しく撫でる。

「ふ……あ……」

　息苦しさを感じて逃げれば微かにセルジュの唇が離れた。ようやく楽に呼吸ができると口を微かに開いて息を吸い込めば、その隙を突いて彼の舌がルネの口腔に滑り込んだ。

「んっ！　んんっ!?」

　予想もしなかった動きに、ルネは目を見開いた。

　くたりと弛緩していた身体を奮い立たせ抵抗を試みるものの、逞しい腕に抱き込まれていは思い通りに動けない。僅かな隙間を見つけて彼の胸を叩くが、力は全く入らない。

　他人の舌が自分の口腔で蠢くなどと、気持ち悪いはずの行為は、なぜかルネを甘く切なく苛んだ。逃げ回る彼女の舌を、セルジュのそれが追い詰めて絡め取る。震えて縮こまる彼女を丁寧になぞり、少しでもこわばりが解ければ誘うように絡む。

「っん……ん……」

　息苦しさに頬が紅潮し、なのにそれすら心地よく感じてしまう。

　セルジュの胸を叩くために拳を作っていたルネの両手はいつしか解け、今や縋るようにセルジュの袖を掴んでいる。

　実際そうしていなければ、座り込んでしまいそうだった。

　深く合わさった唇の間からはくちゅくちゅと淫らな音が漏れ、どちらのものともつかない唾液がルネの頬を伝い流れる。

「あ……はあ……っん」

　セルジュの唇が離れれば、ルネの口からは名残惜しげな吐息が漏れた。

　息苦しさのせいか、強引に唇を奪われたせいか、ルネの伏せられたまつげはしっとりと濡れている。夜露に濡れる花のようなたおやかな様子を、セルジュは魅入られたかのようにじっと見つめる。

　二人の唾液が混じりあった雫は、ルネの顎を伝い鎖骨の辺りまで達している。セルジュはその濡れた軌跡に口づけ、なぞるようにゆっくりと舌を這わせた。

　辿り終えると、首の付け根や鎖骨あたりに何度も口づける。

「あ……やぁ……だめっ」

　ルネの制止の声が、セルジュの耳に流れ込む。

「こんなに甘い肌をしているのに、駄目だなんて。なんてつれない人だ」

　なじる言葉は甘く掠れて、ルネを酷く誘惑する。

　――このまま、身を任せてしまいたい。……違う。それは、駄目。……でも……。

　心の中は千々に乱れているのに、ルネの口から零れるのはうわずったような吐息だけだ。

　セルジュの唇は冷えたルネの肌に火を灯していくようで、触れられるたびにビクビクと身体が跳ねてしまう。

「は……っ、んあ……や、セル……」

　次第に抵抗する気さえ失せていく。

「ルネ……」

　セルジュの熱い吐息が胸元にかかり、ルネは小さく震えた。無意識に逃げを打つような動きでもしたのか、彼女を抱き込む腕に更に力が籠もった。

　苦しいはずなのに、それよりも歓喜のようなものが湧き上がってくる。







[image: ]







　混乱と隠しきれない快楽に、ルネは完全に抵抗する気を失う。ああ……と切ないため息を零せば、鎖骨の上にチクリと熱い痛みが走った。

「んっ！」

　驚いて思わず声を上げると、痛みを和らげたいとでもいうのかセルジュの舌が痛んだ場所をぬるりと舐め上げた。

　ひときり舐ると、彼はルネの肌から顔を上げ、何かを確認するように視線を注ぐ。

「綺麗についた」

　彼は独り言を呟いて、満足そうに笑った。

　屈めていた上半身をやや上げてルネと視線を合わせると、さも当然の仕草だというように口づける。受ける側のルネでさえ抵抗を覚えないくらいの自然さだ。セルジュは離れ際にわざとちゅっと音を立て、ルネが恥ずかしそうに眉尻を下げるのを眺める。

「この痕が消えるまでには戻って来ます」

　この、と言いながら、彼の指がルネの鎖骨をなぞる。つられてそこへ視線を落とせば、鮮やかな赤がひとつ。

「あ……これ、は」

「離れていてもあなたが俺を思い出すように」

「わ、たしは……あなたの恋人でも、妻でもないわ」

「ええ。だからです。朝夕着替えるたび、あなたはこの痣を目にする。そのたびに俺を思い出して。忘れないで。俺はあなたを愛している」

　やけに真剣味を帯びた琥珀の目は、闇を移し込んだかのように暗く光る。もしかして、事態は自分の予想より遥かに深刻なのでは……？　と心配になり、ルネは今しがたの陶酔を忘れて青ざめる。

　そんな彼女に気付いてか、セルジュは打って変わって明るい笑顔を浮かべた。

「――なんてね。あんまり重々しい言い方をしたらあなたを怖がらせてしまいますね。すみません。あなたの反応が嬉しくて大袈裟な言い方をしました。ほんのちょっと遠出をするだけなので」

「本当に？」

「ええ、本当です。ただ、あなたと約束していた豊穣祭には間に合わないかもしれません。せっかくあなたのお返事を聞けると楽しみにしていたのに」

　肩を竦めるセルジュからは、もう不安は微塵も感じなかった。彼がそう言うなら本当に危険のない任務なのだろうと無理矢理納得する。

「帰ってきたらお返事いたします。それでよろしいでしょうか？」

　黙っていれば良いものを、得体の知れない情動に突き動かされて自分から持ちかけてしまった。

「ええ、もちろん。楽しみにしています」

　セルジュは色気を滲ませた顔で笑い、それを間近で直視してしまったルネは耳まで真っ赤になる。

　失言してしまうのも、いつも以上にドギマギしてしまうのも、口づけをうっかり許してしまったのも、あれもこれも全てセルジュが心を掻き乱すせいだ、と心の中で八つ当たりする。

「出がけに申し上げるようなことではないので、今はとやかく申し上げません。けれど、あなたがお帰りになりましたら、今宵のことはきっちり抗議いたします」

　狼狽えてばかりなのが悔しくて、殊更真面目くさった口調で告げる。セルジュは神妙な顔つきになるどころか、ますます艶やかな笑みを深くする。

「嬉しいな。帰ってからの楽しみが更に増えました」

「なっ!?」

「あなたが俺のためを思って叱ってくれるんだから、嬉しくて当然でしょう？　どこかおかしいですか？」

「おかしいに決まっていますっ！」

　悲鳴じみた声で反論したが、セルジュはどこ吹く風で「そうですか？」と笑い声を立てた。

「ああ、もう。ルネは可愛いですね。俺のいない間、他の男に目を奪われたら駄目ですよ？」

「そんなことしません！」

　と叩きつけるように返事をするとセルジュはさも嬉しそうに目を眇めた。その顔を見て、誤解を受けるような返事をしてしまったと慌てる。今の返事では『あなた以外の男には目もくれない』と言っているようなものだ。

「あっ。えっと、今のはその、そういう意味ではなくて！　私はオディル様にお仕えするためにここにいるのですから、職務中に殿方に目を奪われたりしませんということで……」

　しどろもどろで弁明するも、目の前のセルジュはどうも真面目に取り合ってくれそうもない。

　端正な顔立ちを笑み崩しているだけで、返事さえ返してくれない。

「セルジュ様！　聞いてらっしゃいます？」

「聞いてますよ」

　絶対嘘だ。眉を吊り上げたルネを、可愛くてたまらないと言わんばかりに眺めていたセルジュは、素早く彼女の鼻先に口づける。

「きゃっ!?」

　唐突な口づけに勢いを削がれた。

「本当にあなたは愛らしい。これ以上あなたといたら離れがたくなってしまうな。そろそろ行かないと」

　セルジュはルネの頬と額に次々と唇を落とすと、今までの親密さなど忘れたかのような素っ気ない仕草で身体を離した。

「おやすみなさい、ルネ」

「あ……セルジュ、様」

　止める間もなく、セルジュは身を翻しバルコニーへと出て行く。

「待って！」

　慌てて追いかけたものの、バルコニーに人影はない。いつの間にか雨は降り止んだようで、湿り気のある静寂があるだけだ。

　開け放たれたままの窓を閉めて鍵をかけると、ルネはそのままズルズルと座り込んでしまった。

「セルジュ……」

　そう呼ぶのは本当に久しぶりだ。

　呆然としたまま唇をなぞれば、口づけの名残かまだ熱を持っている。

　触れた彼の唇の感触や熱を不意に思い出し、次いで彼の舌が口腔を犯し、肌を這う感触を思い出し、泣きたくなる。

　胸元につけられた痕はもう痛くはない。

　その代わり心の奥がズキズキと痛んで苦しい。

　――私の選択は間違っているの？　彼の求婚は素直に受け入れていいの？

　頑なだった心が揺らぎはじめていた。

　一度揺らいでしまうと、全てが間違っていたように思え、何を正しいと思えばいいのか分からなくなる。














第六章　偽りのない想い









　セルジュが城を発って数日が経った頃。

　北の国境付近に隣国グロームの兵が現れたとの噂が、オディルやルネたちの耳に飛び込んできた。

　――ああ、セルジュ様が城を離れたのはこの件ね。

　セルジュはつい最近までルーヴォワにいた。当然向こうの地理にも明るい。どんな任務を請け負ったのかは分からないが、彼が適任だったのだろう。

　グロームは度々国境に兵を送るが、だいたいは川を挟んで数日から半月ほどにらみ合い、その間に両国の外交官たちが秘密裏に交渉を行い事なきを得る。たまに交渉が決裂して戦闘が起こることもあるが……。

　今回は恐らく、オディル王女と東の隣国ラパスのユーグ王子の婚姻を快く思っていないという意思表示を目的とした進軍だろう。シャリテとラパスが姻戚関係を結んで絆が強まればグロームには驚異だ。シャリテもラパスもグロームに侵攻する気などないが、猜疑心が強いと噂されるグローム国王がそれを鵜呑みにするわけもない。

　戦闘が起きなければいいけれど、と城の者は祈るような気持ちで数日を過ごす。

　その間に外交官たちが暗躍し、どうにか戦闘が起こらないうちに和平交渉の場が設けられる運びになった。

　場所は国境沿いを流れる川の中州。両国を流れる川は幅が広いのだが、水深がとても浅い。天然の守りにはなりにくいが、中州がとても広く、和平交渉を行うための天幕を張ってもあまりある。幸いなことに秋は晴天の日が多いので増水の心配もほぼない。

　通常なら両国とも全権を任された大使が派遣されて協定書にサインをするのだが、今回シャリテは王太子が赴くことに決まった。

　シャリテがグローム国に敬意を持って接しているという姿勢を見せることで、グローム側も矛を収めやすくなる。

　オディル王女の輿入れに対して、グロームが何かしらを仕掛けてくるのは予測されていたことだろうから、今にして思えば王太子が大使として赴くことは、初めから決まっていたのだろう。だからこそ、北方の情勢に詳しい近衛騎士であるセルジュがすぐに動いたのだ。

　政治にも国際情勢にも疎いルネにも、ようやく分かった。

　王太子が近衛騎士団を率いて出立して数日後、無事に交渉は成功したとの報が入り、王城は一気に安堵に包まれた。

　あとは王太子の帰還を待つのみ。

　人々は晴れやかな顔で、オディル王女の輿入れの準備に余念がない。

　もちろん、彼女の侍女であるルネも忙しい日々を送っていた。

　豊穣祭はとうに過ぎ、あの夜セルジュにつけられた赤い痕もすっかり消えてしまった。

　――嘘つき。痕が消える前には戻れると言ったのに。

　お仕着せの制服の上から鎖骨をなぞり、心の中でセルジュをなじる。

　交渉を終えて帰還するとの知らせは届いたが、王太子一行は予定日を過ぎても戻って来なかった。行軍の遅れは往々にしてあることだ。逆に知らせがないということは大きな問題ではないのだろう。もっとも、重要機密とされるような事態が起こっているとしたら、一介の侍女であるルネには知るよしもないので、安心だとは言い切れないが。

「セルジュ様が帰ってきたら、お返事をしなければならないのよね」

　先ほどもオディルや同僚たちにそのことでからかわれたばかりだ。

　みんな口を揃えて『うんと言っておしまいなさい！』と言うけれど、本当にそう答えていいのだろうか。ルネの心の中には相変わらずの迷いがある。

　身分差などどうとでもなるとセルジュは言い、オディルに至っては『そんな輩は黙らせればいいのよ』と鼻息も荒く主張する。いったい何をどうしようというのかと思えば、自分が全面的に応援する姿勢を見せれば表立っては誰も非難できないだろうと言うのだ。しかも……。

「私はもうすぐ他国に嫁いでしまうからちょっと不安よね。――そうだわ！　お兄様にも協力していただきましょう。大丈夫、お兄様は面白いことが大好きだから嬉々として協力してくださるわよ。以前、お兄様とセルジュが親しげに話しているのを見かけたわ。あの様子なら顔と名前くらいは知っているはずよ！　お兄様が帰ってきたら急いでお願いしておかなくちゃ！」

「王太子殿下に!?　いけません、オディル様。そんな畏れ多い――」

　と慌てて諫めたものの、あの様子ではきっとルネの言うことなど耳に入っていないだろう。

　なんだか自分だけが置き去りにされ、戸惑っている間に外堀を着々と埋められているような気がする。

「はぁ……困った」

　このままでは決心がつかないまま、あれよあれよと背中を押されてしまいそうだ。

　そんなことになったらセルジュに対しても不誠実で申し訳ない。

　洗濯係から戻された衣類を所定の場所にしまいながら、ルネの口から漏れるのはため息ばかりだ。

　最後の一着をしまい終わった彼女の耳に、パタパタパタと慌ただしい足音が聞こえた。

　何事かと思った次の瞬間、衣装部屋のドアが大きな音を立てて開いた。

「ルネ！　大変よっ！」

「オディル様!?」

「セルジュが……！　セルジュがっ」

　その一言でルネの顔から血の気が引いた。最悪の事態が頭をよぎって、軽くめまいがする。

「セルジュ様に、何が？」

　できるだけ落ち着かなければと思うのに、問う声は小刻みに震えていた。

「怪我を負って……」

「今、セルジュ様はどこに？」

「先ほどお兄様たちと一緒に王都に戻ったそうよ！　今日のあなたの勤務はこれで終わりよ。明日からも二、三日お休みなさい。それで足りなければ、延長も許します。だから、さあ、早く行ってあげて！」

　オディルに促され、ルネはようやく我に返った。

「はい！　ありがとうございます。お言葉に甘えて本日はこれで失礼いたします！」

　年若い独身の騎士たちは、ほぼ全員が城内にある宿舎に住んでいるはずだ。行ったことはないが場所は知っている。

　恥も外聞もなく駆け出そうとしたルネを、オディルが慌てて止めた。

「待ちなさい、ルネ！　あなた、セルジュの家を知らないでしょう？　落ち着きなさい！　彼は宿舎にはいないわよ。少し前に、ノールランス侯爵から使っていない邸宅を譲り受けたそうで、今はそこに住んでいるわ」

　オディルがそう説明すると同時に、彼女の背後から現れた双子の侍女が勢いよく地図を広げた。どうやらそれは城下の地図のようだ。

「いい？　彼の家はここよ！　城からもそう遠くはないわ。いま馬車を用意するから……」

「オディル様、申し訳ありませんが馬車は……」

「何を言っているの！　急いでいるのだから遠慮なんてしないでちょうだい」

「いいえ、馬車ではなく馬を一頭、お借りしてもよろしいでしょうか？」

　ルネの声からは一切の震えが消えている。

「ええ、それは構わないけれど、あなた馬に乗れるの？」

「ありがとうございます。田舎育ちがこんなところで役に立つとは思いませんでしたわ。裸馬に乗れる程度にはたしなんでおります」

「裸馬!?」

　それはたしなむという範疇を超えるのではないだろうか。オディルと二人の侍女は内心で同じことを考える。

「それでは、失礼いたします！」

「待ちなさいって！　あなたその格好で馬に乗るつもり？　お願いだからそれはやめて」

　確かに侍女の制服でも乗れるだろうが、それでは足が露わになってしまう。少なくともふくらはぎの半ばまで。そんな格好でルネが往来を走ったと知ったら、セルジュは怒り狂うに違いない。危険だ。

「私の乗馬服をあげるから、今すぐ着替えて！　誰か！　手が空いている者はみな手伝って。ルネを引き留めて、乗馬服を着せるのよっ。ほら、小さくて着られなくなった服があったでしょう？　そう、それよ、それ！　それを着せてあげて」

　オディルが手を叩けば、即座にわらわらと侍女が集まり、その中の一人は既にオディルが指定した乗馬服まで持っている。

　あっと言う間に着替えさせられたルネは、慌ただしく礼を言うと風のように部屋を飛び出した。

「驚いたわ。ルネって乗馬が得意なだけじゃなく、走るのも速いのね。いつも物静かだから身体を動かすのは苦手なのかと思っていたけれど……人は意外な特技を持っているのねぇ」

　オディルは頬に手を当てて、感心したようにため息をついた。

「あのふたりうまくいくかしらね。楽しみだわ」

「そうですね、オディル様」

「ルネさんに足りないのは思い切りだけでしたから、きっと大丈夫だと思います」

「だといいわね。全く、相思相愛のくせに手がかかるったらないわ！　でもこれでうまくいけば私は心置きなくユーグ様の元へ嫁げるわ」

　オディルはフフッと楽しげに笑い、双子は目配せし合って微笑む。




　厩舎で借り受けた馬は、さすがという他ない躾のよさだ。

　初めて乗るルネの指示にも的確に応えてくれる。王城の正門を出て跳ね橋を渡り、王都の中でも城に近く、貴族の屋敷が建ち並ぶ地区へと向かう。

　貴族の外出はほとんどが馬車での移動のため、貴族の屋敷が建ち並ぶあたりには通行人は見当たらず、思ったよりも早く目的の屋敷に着いた。

　車止めで馬を下りれば、下男らしき男性が一人走り寄ってくる。彼に手綱を渡して、ついでにセルジュの所在を尋ねれば、先ほど帰宅したと返事が返ってくる。

　玄関に現れた家令らしき男性にセルジュへの取り次ぎを願い出れば、驚くほどあっさりと中に通された。

　主が怪我をして帰宅したというのに、使用人たちはみな落ち着き払っている。それを頭の隅で訝しく思いはしたが、騎士を主に持つ使用人は、たとえ主人が怪我をしても落ち着いて行動するように言いつかっているのかもしれないと考え直した。

　家令はどんどんと屋敷の奥へ進み、二階の東端のドアで歩みを止める。

　彼が「こちらでございます」と告げた途端、我慢に我慢を重ねていたルネは耐えきれなくなった。無礼を承知でドアを開け、中へ駆け込む。

「セルジュ様！」

　中にいた人々の視線が一斉にルネに集まった。

　部屋はセルジュの寝室で、きっと彼はベッドに寝ているとばかり思っていたのに、室内はルネの想像と全く異なっていた。

　そこは書斎らしき部屋で、一番奥に大きな机があり、手前にはソファが向かい合わせに配置されている。そのソファには四人の男性が座っており、驚いたようにルネを見つめている。

「ルネ!?」

　赤毛の男性が立ち上がり、彼女に駆け寄る。

「セルジュ様！　お怪我をしたと聞きました！　寝ていなくて大丈夫なのですか？　無理をなさってはいけません。早くお休みにならないと！」

「落ち着いて、ルネ。怪我なんて大袈裟なものじゃありません」

　セルジュは必死の形相でしがみつくルネを支えながら、諭すような声音で告げる。

「ほんのかすり傷ですし、もう三日も経ちますから」

「でも、大怪我をしたと聞いて……」

「誰ですか、そんな嘘をあなたに吹き込んだのは」

「あ……いえ……、そう言えば……」

　オディルは、セルジュが怪我をしたとは言ったが、大怪我をしたとはひと言も言っていない。そのことに今さらながら気付いた。あの大袈裟な騒ぎようはルネをセルジュの元へ走らせるための策略で、ルネはまんまとその策にはまってしまったようだ。

「ごめんなさい、セルジュ様。私の勘違いのようです。お取り込み中、大変失礼いたしました！」

　恥ずかしくていたたまれない。ルネはセルジュと、そして何事かと見守っている面々に向かって頭を下げ、部屋から出ようとした。

「待ってください。帰らないで。こちらの用はもう終わります。別の部屋を用意させますからそちらで休んでいてください」

「でも……」

「いいから休んで。こんなに息を切らして……どれだけ急いできたんですか。喉が渇いたでしょう？　せめて茶の一杯くらいは出させてください」

「いえ、これ以上ご迷惑をかけるわけにはまいりません」

「まあまあ、二人とも。それではいつまで経っても埒が明かないだろう」

　帰る、帰るな、の押し問答に終止符を打ったのは、第三者の声だ。

　ルネは声の主へと視線を転じた。どこかで見覚えのある男性だ……と思った次の瞬間、飛び上がった。

「王太子殿下!?　えっ、あっ、な、ななっ」

「ん？　なぜここにいるのかと聞きたいのかい？　まぁ、ちょっとした打ち合わせと言ったところかな。でも彼の言うとおり我々はそろそろ城に戻るから、君はゆっくりしていくといい」

　精悍だが、どこかオディルとよく似た面差しの王太子は、そう言うなり立ち上がった。

「君を騙してここに来させたのは、オディルだね。まったくあの子は！　すまないね。あの子に悪気はないのだよ。大好きな君を幸せにしたいと思ってのことだろう。許してやってくれないか」

「勿体ないお言葉です、殿下。オディル様のお気持ち、私はとても嬉しく思っております」

「そうか、そう言ってくれて嬉しいよ。君は優しいね、ルネ」

　王太子に優しく微笑みかけられ、ルネは顔を真っ赤にして視線を彷徨わせた。

　ルネにしてみれば滅多に話す機会もない王太子に親しげに話しかけられた緊張のせいでそうなっただけなのだが、端で見ているセルジュは面白くなかったらしく、わざとらしく咳払いをする。

　王太子はセルジュをちらりと横目で見やり、さも可笑しそうにニヤリと口角を吊り上げた。

「君のことはオディルからも、そこのセルジュからもよく聞いている。何か困りごとがあったらいつでも相談に乗るよ」

「え、私の話？　ええっ!?　あっ、大変失礼いたしました！」

　頓狂な声を上げてしまったことを謝れば、王太子は「そんなに畏まらなくていい」と苦笑いを浮かべる。

「君は私の大事な妹が信頼している侍女で、しかも私の腹心になってくれそうな騎士の特別な女性だからね。ここで会えてよかったよ、『女神』殿」

「め、がみ……？」

　首を傾げれば、王太子は意味ありげな視線をセルジュに投げた。

「詳しい話はセルジュに聞くといい。――さぁ、みんな。そろそろ行こう。セルジュ、お前はいい。今日はもう休め。それから先日の礼だ、明日からしばらく休暇をやる。有意義に使え」

　王太子は、貴人らしからぬ仕草でヒラヒラと手を振ると上機嫌で部屋を出て行く。

　残りの男性二人もそれぞれ王太子の後に続く。

「では、隊長、俺たちも失礼します」

「隊長が休みの間は俺たちが何とかしますので、どうぞ心置きなく休んでください」

　去り際にそう告げたことから、ルネは二人がセルジュの部下であることを知る。

　二人はルネに向かっても深々と礼をすると、騎士らしいキビキビとした動作で部屋を出る。

　後に残されたのはセルジュとルネの二人きりだ。なんとも気詰まりな沈黙が落ちる。

「あの、本当にお怪我は大したことがないのでしょうか？」

「はい。腕に少しばかり落石が当たっただけです」

「落石!?　骨は!?　骨は無事ですか？　故郷に落石が起こりやすい山がありましたので、落石の怖さは承知しているつもりです。大したことないなんて嘘です！」

　セルジュが安心させようとして告げたことは、ルネにとって逆効果だったようだ。

「いや、本当に大丈夫なんだけど……仕方ないな。見てもらったほうが早いか」

　ため息をつきながらセルジュはいきなり軍服の上着を脱いだ。

「セルジュ様!?」

「脱がないとお見せできないところなので」

「えええっ!?　あ、あのそれは……」

　いったいどこを怪我したの!?　と慌てふためく。

「ご自分で確かめないうちは信じてくださらないでしょう？」

　確かに彼の言うとおりだ。

　だが、彼の裸体を見るのは恥ずかしい。しかも今は二人きりだ。尚更いたたまれない。

　羞恥心と、確かめなければという気持ちの間で混乱する。

　そんなルネの目の前でセルジュはシャツのボタンを次々に外し、はだけた合わせ目から鍛えられた身体が覗いた。

　――だめ！　やっぱり目の毒だわ。

　慌てて視線を逸らす。

「ルネ、あなたの目で確かめてください」

　声をかけられて恐る恐る彼の上半身に視線を戻す。

　左の上腕に包帯が巻かれている。その白さが痛々しく、ルネの目にぶわりと涙が浮かぶ。

「触っても大丈夫ですよ、もうそれほど痛くない」

　恐る恐る指を伸ばすが、触る勇気が出ない。

「遠慮しないで。ただの打ち身です」

　焦れたセルジュが苦笑いとともに彼女の指を掴み、強引に包帯の上から腕を触らせる。

「何だったら包帯も解きましょうか。治りかけでひどい色をしているから、あまりあなたには見せたくないのだけれど」

「ほ、んとうに……大丈夫なんですね？」

「あなたも疑り深いなぁ。まあ、そういう慎重なところも俺は好きですよ。しかし、嬉しいですね。こんなにあなたが俺の心配してくれるなんて。いやぁ、怪我するのも良いな」

　セルジュがあまりにもあっけらかんと笑うので、ルネは眉を吊り上げた。

「ふざけないで、馬鹿！」

　ありったけの感情を込めて怒鳴ると、興奮したせいで貧血を起こしたのか膝に力が入らなくなった。くずおれそうになるルネを、セルジュが慌てて抱き留めた。

「ルネ!?　大丈夫？　とりあえずここに座って」

　セルジュは軽々と抱き上げて、ソファへと運ぶ。何か冷たい飲み物でも持ってくると言い置いて立ち上がろうとした彼を、ルネは縋るように引き留めた。

「――ほ、本当に私、心配したのよ。あなたが怪我をしたと聞いて、心臓が凍り付くかと思った」

「茶化してごめん。あなたの気持ちが嬉しくて浮かれてしまった」

　セルジュはソファの前に膝をつき、宥めるようにルネの手を握る。

「もう、こんな思いしたくないわ」

「うん」

　ぽつりと漏らされたルネの言葉に、セルジュは目を伏せた。

「とても、とても怖かったの」

　騎士の任務は危険を伴う。そんな男の妻になり神経をすり減らしたくはないと言われるのだろうか。セルジュの心に諦めに似た気持ちが起こる。絶対にどんなことをしてでも彼女を手に入れると疑いもしなかったが、彼女を見ているとそれは間違いだったのではないかと思えてくる。

　彼の手の甲にぽつりと雫が落ちてきた。それは次から次に落ちて肌を濡らす。

　驚いて目を上げればルネはポロポロと涙をこぼし、嗚咽を堪えるようにぎゅっと唇を噛んでいる。

「申し訳ありません。ルネには辛い思いをさせてしまいましたね」

　彼女は一貫してセルジュとの結婚を拒んでいる。彼女の望むとおりに求婚を取り下げて元の関係に戻るのが、一番の幸せかもしれない。ただの友だちに戻って――いや、自分ははじめからルネに恋をしていたのだから、戻るのではなく友だちになるのだが――適切な距離を置く。

　それでルネの心の平穏が保てるのならそれでもいい。

　それを告げようと口を開きかけたが、ルネのほうが早かった。

「ええ。とても辛かったわ。辛くて辛くて、こちらに向かっている間中、ずっと自分を呪ってた。どうして、私はつまらない意地を張って、あなたにお返事をしなかったんだろうって」

　思いもかけない言葉に、セルジュは目を見開いた。期待と不安が入り交じった眼差しでルネを見つめた。彼の心には、都合の良い幻聴を聞いているのだろうかという疑いまで浮かんできている。

「ルネ、それはどういうことですか」

「あなたの怪我を人伝てに聞くなんてもう嫌だわ。怪我をしたなら一番に知らせてもらいたいし、即座に駆けつけたい。そうしても許される地位にいたいわ」

「ルネ、申し訳ない。どうやら俺はちょっと疲れているらしく、あなたの仰っている意味がよく掴めません。まるで俺の求婚を受け入れると聞こえてしまうのですが」

「そういう意味です！　あなたの一番近くにいたいの！　もしあなたがどこかに出かけるのであれば私のところに帰ってきてほしいの！　ずっと気にしていた身分差や年の差より、あなたを失うほうがずっと怖いって、今日ようやく知ったわ。――私……、わ、たし……」

　それ以上はもう言葉にならなかった。胸が張り裂けそうに苦しくて、切なくて、でもようやく素直になれた安堵と、彼が無事だった喜びも入り交じり、ルネ自身にもなにをどうしていいのか分からない。

　ただ、自分の両手を包み込むセルジュの温もりだけが鮮明で、それが余計に涙を誘うのだ。

「もう何も言わないで。ありがとう、ルネ」

　セルジュは立ち上がり、ルネの隣に腰を下ろした。嗚咽混じりになくルネを引き寄せて、胸に抱き込む。片腕でぎゅっと抱きしめ、もう片方の手は宥めるように彼女の背中を撫でる。

　薄いシャツ越しに彼女の吐息と涙を感じ、セルジュは言い知れない幸せに酔う。

　どのくらいそうしていたのか、ルネも落ち着きを取り戻しつつあるようで、だんだんと嗚咽が小さくなりしまいには聞こえなくなった。

　泣き疲れたのか、それともセルジュの腕の中が心地よいのか、ルネはくたりと彼に身体を預けている。

「改めて伺っても良いでしょうか？」

「……はい」

　セルジュの唐突な問いに答えるルネの声は、少し掠れている。

「俺と結婚してくれますね？」

　ルネは返事をする代わりに、こくりと頷く。

「あなたの口から聞かせてください」

　セルジュは嬉しさを隠せない顔で、返事をねだる。

「お願いします。あなたも俺との結婚を望んでいると、そう確信したいんです」

　彼はルネの頬に両手を添えて仰向かせる。泣きはらした顔など見せたくないのに、これでは顔も背けられない。こわごわと視線を上げれば、キラキラと光る琥珀の目に魅せられて視線が逸らせなくなってしまう。

「――喜んでお受けいたします、セルジュ様。どうか私をあなたの妻に――っん!?」

　言い終わらないうちに唇が塞がれた。

　激情をぶつけるような口づけは性急で、抵抗する間もなく口腔にセルジュの舌が侵入してくる。触れた唇は記憶にあるそれよりも熱く、ルネはふるりと身を震わせた。

　抵抗する気は起きず、素直に彼を受け入れ、誘われれば不慣れながら従順に舌を絡める。激しく舌を絡ませ合えば、静かな部屋にくちゅくちゅと淫らな音が響く。

　息がうまく継げない苦しさと、甘い官能に頭がぼうっとなっていくのさえ嬉しく感じる。

「は……ルネ、愛しています。出会ったあのときからずっと」

　口づけの合間に甘く囁かれ、身体の奥からえも言われぬ歓喜が沸き起こる。

「セルジュ様……」

「どうか昔のように呼んで」

　よそよそしい呼び方をした罰だとでもいうのか、セルジュはルネの下唇を甘噛みする。

　痛みどころか快感を呼び覚まされ、ルネは「んっ」と小さく声を上げた。

　その反応に気を良くしたのかセルジュは艶然と笑い、再び深く口づける。

「ん……はぁ、ん……ふ……」

　甘えたような声が漏れるけれど、それを恥ずかしいと思うような余裕は残っていない。

「ぁ……セルジュ……」

　口づけの合間で名前を呼べば、セルジュは満足げに目を眇める。

「もっと、呼んで」

　誘われて、ルネは彼の名前を繰り返し呼ぶ。

　その間にセルジュは彼女の頬や額に絶えず唇を落とし、ルネはくすぐったさにも似た官能に夢見心地だ。

　彼の唇が頬を滑り、首筋へと下りていくと、その快感は強く、より鋭くなっていく。

「あっ……んぁ……やぁ……だ、めぇ……」

　熱い舌で首筋をぬるりと舐め上げられれば、戦慄にもにた不思議な感覚が背筋を這い上がってくる。

　たまらずに身悶えれば、少しも抵抗は許さないというようにセルジュの腕がきつく身体に巻き付く。

「んっ……セルジュ……」

「ルネ、あなたは何て甘いんだろう」

　感極まったようなセルジュのため息が肌にかかり、その微かな刺激にさえルネは身体を震わせる。全身が敏感になっているのか、セルジュと触れた場所すべてが熱く蕩けそうだ。

　セルジュはルネの上着を肩から落とし、中に着込んでいたブラウスのリボンを解いた。しゅるりと小気味のいい音が立つが、与えられる快感に酔うルネの耳には届かなかったようだ。

　そのままルネのブラウスのボタンを外せば、白くきめ細やかな肌が露出する。いつかの夜、薄暗い明かりの下で見たそれは妖艶な輝きを放っていたが、こうして陽光の下では真珠のように瑞々しく光を弾いている。

　清純なのに、強烈な色香を放ってセルジュを誘惑する。

　誘われるように胸元に顔を近づければ、甘く爽やかな花の香りが鼻孔をくすぐる。

「ああ……ルネ、愛してる」

　気の利いた言葉の一つも出てこない。セルジュは自嘲の笑みを唇に刻み、彼女の肌に口づける。

　着痩せするらしく、露わになった胸元は豊かで、セルジュの小さな動きにもフルフルと震えている。

「この前、俺がつけた痕は消えてしまいましたね。またつけても良いですか？」

　つけたい場所をルネに教えるように、舌で肌を舐めればルネはこくこくと頷く。それを了解ととり、セルジュは彼女の柔肌をきつく吸う。

「あっ、ああ……！」

　ちくりとしたそれは紛れもなく痛みなのに、ルネが感じるのは快感だ。

　自分は彼のものだという証しを刻まれることが、泣きたくなるほどに嬉しい。

「これからは消えないうちに、刻ませてください」

「ん……嬉しい」

　ルネのまなじりから涙が一つ、ほろりと零れた。セルジュはそれを舌で掬い取り、まぶたの上に口づけを落とす。

　セルジュの手がブラウスの合わせ目から侵入し、肩から衣服を落とす。中途半端に脱がされた上着とブラウスは肘の辺りで止まり、下着が露わになる。

　外気に晒された肌が冷え、酩酊していたルネに僅かな理性が戻る。

「あ……、ま、待って」

「嫌だ。もう待てません」

　言う傍から肩紐をずらして、片方の胸を露出させる。

　零れ出た胸は豊かで、先端のつぼみは薄桃色に色づいている。

「やっ！　み、見ないでっ」

　慌てて隠そうとするものの、肘にたまった服が邪魔をして腕を動かせない。

「こんなに綺麗なのに、見ないでと言われても無理ですよ」

　熱に浮かされたような口調で呟くと、セルジュは膨らみに手を這わせる。柔らかい感触を楽しむように指を食い込ませ、かと思えば円を描くようにこねる。

「んあっ……ああ、んっ」

　未知の快感に腰が跳ねる。

　彼の指がもたらす悦楽は、ルネを身体の奥からじわじわと浸食するようだ。

「だめ……セル、ジュ……こんな……いけないわ」

　理性では、こんなことはいけないと分かっている。だから、制止の声を上げたのだが、口をついたのはまるで誘うような声色だ。

「ああ……ルネ。すみません、もう少しだけ」

　掠れた声で名残惜しそうに囁きながらも、胸を這う手は離れない。それどころか、堅くなりはじめた胸の頂を口にくわえる。

「ひあ!?　んっ……！　あ、ああ……だめっ、それ……ぁあ」

　唐突に訪れた鋭い快感に、ルネは身をくねらせる。小さな頂から湧き起こる快感は、経験のないルネを苛む。敏感になったそこにセルジュの舌が絡み、扱くように根元から先端へと蠢く。

「セル……ふぁ、んっ、本当にもう、駄目なの」

　戸惑いと羞恥と快感にまみれて、顔を真っ赤に染め上げている彼女の様は扇情的で、更に男の劣情を煽る。

「も……おかしく、なっちゃうからっ」

　身体の奥にたまった熱が膨らみ、弾けてしまいそうだ。そうなったら、どうなってしまうのか。未知の事態に本能的な恐怖が湧く。

「ルネ、可愛い……そんな顔をしないでください。ますます歯止めが利かなくなりそうだ」

　彼の唇が離れたのは良いが、今度は濡れた頂を彼の親指が転がす。硬くしこったそこは先ほどよりも鋭い愉悦を生み、ルネはどうにか快感を逃したくて身をよじる。

「ああ、やっ……んぁあ……」

　敏感な場所を転がされ、ときにきゅっと摘ままれ、そのたびに口から嬌声が零れてしまう。

　昼下がりの陽光が零れる明るい部屋で、快楽に酔いしれ身悶えるルネの姿は淫らなのに美しい。

「あなたの身体はとても敏感ですね。ここを少しいじっただけでこんなに乱れるなんて。この先に進んだらどうなってしまうか。楽しみですね」

「いっ……やぁ……、もうやめて」

　混乱の極致に達したのか、ルネはポロポロと涙をこぼしはじめる。

　これ以上強引に進むわけにはいかない。セルジュはもっと貪りたいと思う情動を必死で堪えて、彼女の胸から手を離した。

　乱してしまった着衣を着せかけ、くたりとしたまま荒い息を繰り返すルネを胸に抱きしめた。

「すみません。無理をさせてしまいました。辛かった？」

　問えば、顔を胸に埋めたまま小さく首を横に振る。

　その仕草が愛らしくて、セルジュの心に不埒な衝動がまたしても湧き上がる。平静な顔を装う裏で、その欲望をどうにかこうにか抑えつけた。

「少し休んでいてください。俺は何か飲み物を取ってきます。それから何か着替えを探させます」

「着替え？」

「ええ。その格好では風邪を引いてしまう。城からここまで馬を飛ばしてきたんでしょう？　まったく無茶をしますね」

　ルネに着替えてもらいたい本当の理由は敢えて伏せた。男性の衣服を模した乗馬服は太腿の形が露わになるため、目のやり場に困るのだ。だが、それを正直に告げて怖がられるのは避けたい。

「ああっ！　大変！　どうしましょう!?　この服はオディル様からいただいたもので……」

　汗だくにして汚してしまったのも、雰囲気に流されてこの服を身につけたままあんな淫らな行為をしてしまったことも、ルネにはとても罪深いことに思え、罪悪感に頭を抱えた。














第七章　六年越しの恋









　ノールランス侯爵家が懇意にしている仕立屋に、とりあえず出来合いのドレスを数着至急届けるように使いを出したところ、小一時間ほどで届けられた。

　その頃にはルネも落ち着きを取り戻し、恐縮しながらも届けられたドレスの中から身体に合うものを身につけた。

「よくお似合いです。やっぱりあなたにはそういう淡い色が似合いますね」

　ルネが纏うのは薄い水色のドレスで、少し若すぎるのではないかと心配したのだが、褒められると嬉しい。

「ありがとうございます」

　そう答えるものの、いまだに先ほどの記憶が強烈でセルジュの顔をまともに見られない。

「ねぇ、ルネ。その敬語もやめてもらえませんか」

「でしたら、セルジュさ……いえ、セルジュもそのしゃべり方をやめてください」

「これはあなたと会ったときからこうですし、年季が入っているのでおいそれとは直りませんね」「なら私もやめません」

　押し問答を続けていると、セルジュは困ったものだと肩を竦めルネの隣に腰を下ろす。

　ぴったりと身体を寄せられて、ルネは必要以上に意識してしまい身を強ばらせてしまう。そんな様子を見て、セルジュは嬉しそうに目を眇める。

「だめ。あなたはいますぐやめてください。隠してるつもりでしょうけど、すごく無理をしてるの俺には見え見えですからね。そんなことに気を遣う余裕があるなら、もっと俺を想ってほしいな」

　セルジュはルネの手を握り、ぐいっと身を乗り出してくる。が、そんなに密着されてはまた良からぬ雰囲気になってしまいそうだ。困惑しつつも仰け反れば、彼女の胸中を知ってかセルジュは意地の悪い笑みを浮かべる。その笑みの中に艶めいたものを感じ、ルネはごくりと息を飲む。

「え、ええ、努力するわっ！　だから、もう少し離れて？」

「どうして離れなければいけないのです？　ようやく想いが通じ合って、そのうえ二人きりなのに？」

「だって、その……」

　ルネの頭に警鐘が鳴り響く。なにかこの甘い雰囲気を壊すような話題はないかと頭をめまぐるしく回転させた。

「あの！　王太子殿下の仰っていた『女神』ってどういうことなの!?」

　苦し紛れに思い出した疑問は、どうやらセルジュにとっては痛恨の一撃だったようだ。

　艶然とした笑みは消え、いまや苦々しいと言わんばかりの渋面になっている。

「それは、その」

「殿下はあなたに聞けと仰ったわ。ぜひ教えて！」

　セルジュは逡巡するように視線を彷徨わせたが、ルネが諦めないだろうことを経験上知っているため、ため息とともに立ち上がり、机の上に無造作に置きっぱなしになっていた制服の上着を手に取った。内ポケットから取り出したものをルネの目の前に差し出す。

「これです」

「これは……」

　やや古びた女物のハンカチだ。どこかで見覚えがある。縁取りのレース編みも、鳥を模した刺繍も丁寧だが少し拙い。素人の手によるものだろう――。

「あ！　これ！　昔あなたに渡したハンカチ!?　やだ、すぐ捨ててって言ったのに！　大丈夫だった？　先輩や同期に見つかってからかわれなかった!?」

「あのとき、捨てられないって言ったでしょう。初めはあなたに返すつもりでいたのですが、どうしても血の染みが落ちなくて。それで……お守りとして肌身離さず持っていたのです」

　セルジュは照れくさそうに頬をかき、視線をあらぬ方向へと向ける。

「六年も……持ち歩いてくれたの？」

　それにしては状態がいい。それだけ大切に扱ってくれたのだろう。

「ええ、まぁ。俺にとっては本当に幸運をもたらすお守りです。今回もそれでこんな軽い怪我ですみました」

　たった一枚のハンカチがどうしてそんなことに繋がるのか見当もつかない。

「どういうことでしょうか？」

　と問えば、セルジュは「機密に抵触しそうなことは話せませんが」と前置きをしてぽつりぽつりと語りはじめた。

　帰路についた王太子一行は行軍の途中で、盗賊の被害に悩む町の噂を聞きつけた。盗賊たちは金品を強奪するだけでなく、見目の良い娘たちも攫うという。

　好奇心が旺盛で、しかも武術に長けている王太子は自ら盗賊退治を買って出たのだ。王太子に付き従うのは二小隊。セルジュ率いる小隊とあと一隊、古参の騎士が率いる隊が選ばれた。

　地元住民や警邏隊からの情報を元に、盗賊が根城にしていそうな山や谷を見て回り、数日空振った後、ある山を探索することになった。

　途中、切り立った崖に挟まれた細道を通ったときのことだ。挟撃の心配から速度を上げて行軍していたのだが、その際先頭を行くセルジュが白い何かを落とした。彼のすぐ後ろに馬をつけていた部下がそれに気付き、セルジュに声をかけると共に馬を下りて、落とし物を拾った。

　セルジュは慌てて引き返したが、落とし物を拾った騎士がそれが女物のハンカチだとはやし立てるほうが早かった。

　何日も空振っていたせいで士気が多少緩んでいたのか、面白がった騎士たちが集まり、もちろんそう言う騒ぎを面白がる性質の王太子もその中に混じる。

　普段、上着の内ポケットに入れているハンカチが何故落ちたのか。いぶかしがりながらも、部下からハンカチを奪い返そうと馬を下りた途端、轟音を立てて石が落ちてきた。

　石が落ちたのは、一瞬前まで王太子やセルジュたちがいた辺りだ。

　あわや大惨事だったが、落石の一番近くにいたセルジュが小石を左腕にぶつけて軽傷を負っただけで、馬も騎士も全員無事だった。

　崖の上を見れば、さっと逃げる人影が見えた。落石は自然災害ではなく、誰かの張った罠だ。ということは近くに盗賊の根城がある。ようやく当たりを引いたと一同は色めき立った。

　心置きなく腕が振るえると喜び勇んだ騎士たちの活躍は目覚ましく、罠を発動させた男も、根城に潜んでいた盗賊たちも一網打尽にした。捕らえられていた少女たちも無事保護した。

　尋問したところによれば、人さらいをはじめたのはつい最近だということだった。まだ誰も売り払われていなかったのは不幸中の幸いだ。

　また、グロームの女衒に売り払う予定だったとも聞き、こちらの話には王太子が『グロームとの交渉のときに使えるネタになるかもしれない』とほくそ笑んだ。盗賊の幹部の身柄を秘密裏に王都へ移送し、そちらの段取りをするために先ほどまで王太子がセルジュの屋敷にいたのだが、さすがにこの話ばかりはルネには漏らせないので端折った。

「そういうわけで、これは俺だけじゃなく、王太子やうちの奴らを救った幸運のハンカチになったんです」

「まぁ……そんなことが。でも、それってただの偶然でしょう」

「騎士っていうのは意外に迷信深いんですよ。上官や先輩たちには、お前の強運はそれのお陰か！　俺にもその強運分けろ！　なんて言われるし。部下たちは勝手にルネを隊全員の幸運の女神扱いするし。ルネは俺だけのルネなのに……」

　後半部分はブツブツと独り言めいた愚痴になっている。

「『女神』と言われた理由は理解したけれど、私としてはその、恥ずかしいというか、どうしたらいいのか……困るわ」

「ルネが困ることはないんです。アイツらが勝手に騒いでるだけだから気にしないでください。――それより大事な話があります。部下にルネの顔と名前がばれてしまったし、アイツらが『俺たちにもハンカチを作ってくれ』と押しかける可能性があります。危ないから、今日からここに住んでください。あなたの部屋はもう用意してありますし、仕事にはここから通ってください。行き帰りは俺が護衛します！」

　どこから突っ込めばいいのか分からないことを、真剣な眼差しで言う。

「いや、そんな急には無理よ」

「ところが、先ほどオディル様から手紙が届きまして」

　と差し出されたのは一通の手紙だ。

　急いで開けば、見慣れたオディルの筆跡が目に飛び込んでくる。

　短時間で書いたのだろう。作法を飛ばして用件だけが簡潔に書いてある。

　セルジュとうまくいったのなら、そのまま彼の屋敷にとどまって、そこから通ってもいい。むしろ既にルネの部屋の私物はそちら宛に送ったので安心しなさい――とそこまで読んで目まいがした。セルジュとルネが上うまくいかなかったら、どうするつもりだったのか。主の行動力は純粋に凄いと思うが心臓に悪い！

　気を取り直して続きを読み始めれば、すぐにでも結婚するといい、まだ身分差が気になるのなら自分と兄である王太子が二人の結婚を祝福する正式な手紙を送るし、結婚宣誓書の商人の欄も二人で署名する、もし嫌でなければ自分が嫁ぐ前に簡単な式を挙げてほしい。父と母に頼んで、二人の式に出て貰えるようにする。国王夫妻、王太子、王女の四人が祝福するのであれば誰も文句は言えない。ルネは自分の心に従って幸せになればいい――破天荒だが、ルネを思う心遣いに、涙が零れた。

「オディル様……」

　泣き笑いで手紙を畳み、丁寧な仕草で封筒へ戻す。

「オディル様の心遣い、ありがたくお受けしましょう」

　セルジュの提案にこくりと頷くと、彼はルネを抱き寄せ、額に優しく口づけた。




　それから半月も経たないうちに、二人の結婚式の準備が整った。

　花嫁衣装はセルジュが前々から仕立屋に頼んでいたこともあり、材料は全て揃っていたためどうにか仕立ては間に合ったのだ。

　純白のドレスは全面に刺繍が施され、散りばめられた銀糸が陽光を弾いてキラキラと輝く。

「ルネ、とっても綺麗よ！」

「ありがとうございます。オディル様。こうして素晴らしい式を挙げていただけるのも、全てオディル様のお陰です」

「いいのよ！　ルネは私の大事な人だもの。あなたの花嫁姿を見られて本当に良かったわ。幸せになってね。私もあなたに負けないくらい幸せになるから！」

　オディルは元気な口調で言うが、その目はうるうると潤んでいる。

「おやおや、オディルは泣き虫だね。笑顔で祝わなければいけないよ。セルジュ、ルネ、おめでとう」

　穏やかな声で会話に参加するのは、王太子だ。

「私の腹心となる予定の優秀な騎士と、幸運をもたらす女神が結ばれるのはめでたいことだ」

「殿下、私は女神などでは……」

「いいから、いいから。そういうことにしておきなさい。少なくとも、君の贈ったハンカチのお陰で我々は命拾いをしたのは事実だ」

　その話をされるのは、いまだに恥ずかしくて仕方がない。顔を赤くして俯くと、王太子は声を上げて笑った。

「殿下、俺の妻をからかうのはやめてください」

「おっと、これは失礼。そんな怖い顔をするな。――生真面目なルネが傍にいたら、セルジュも少しは生真面目になるかな」

「誤解を生むような言い方はやめてください！　ルネも！　そんな疑うような目で見ない！　俺はちゃんとやってます！」

　慌てて弁解するセルジュの姿が面白かったのか、王太子は先ほどよりも更に大きな笑い声を上げた。

　和気藹々と盛り上がる若者たちを、少し離れたところから国王夫妻が微笑ましそうに眺めている。

　そうこうしているうちに定刻となり、式を司る神官が姿を現し手にした錫杖を鳴らす。それが開始の合図だ。列席者は各々の席に戻り、セルジュとルネは連れだって神官の前に進み出る。

　こうして二人の式は王城内の広間のひとつで、ひっそりと行われた。

　列席したのは国王夫妻と王太子、オディル王女、セルジュの両親と、彼の兄で家督を継いだばかりのノールランス侯爵、ルネの兄であるリヴィエール男爵。そして二人の職場の人々だ。

　秋は深まり、外では真っ赤に色づいた木の葉が陽光に煌めいていた。




「ルネ、今日は疲れたでしょう？　何か飲みますか」

「ありがとう。でも、喉も渇いていないし、お腹もいっぱいだから」

　普段と変わらない様子のセルジュと違い、ルネの返事はぎこちない。

　新婚初夜というのはどういうふうに過ごせばいいのか、知識としては知っているものの、自分のこととなると狼狽えてしまう。

「緊張してる？」

「ちょっと、だけ」

　琥珀色の瞳にのぞき込まれて、ルネは恥ずかしくて耐えられず視線を彷徨わせた。

「ちょっとだけ？　俺はすごく緊張してますよ」

「嘘……」

「こんなことで嘘なんてつきませんよ。ようやく誰はばかることなく、あなたを俺のものにできるんです。緊張しないわけがない。ほら触ってみて。俺の心臓、ドキドキしてるでしょう？」

　セルジュに導かれて彼の胸に触れれば、掌に彼の体温と鼓動が伝わってくる。

「私、セルジュ以上にドキドキしてるわ」

「どうかな？」

　セルジュはクスリと笑うとルネをベッドに押し倒した。覆い被さるとルネの胸元に耳を押し当てる。

「ルネの鼓動が聞こえる」

　そう言いながら、セルジュの手はルネの身体をゆっくりとなぞる。

「んっ！　セルジュ、どこを触って……あっ！」

　セルジュの手が不意に胸の膨らみを掠め、唐突な快感にルネは嬌声を上げる。

「相変わらず敏感ですね。少し触っただけなのに、もうこんなになってる」

　僅かにしこりはじめた頂が薄い寝間着を押し上げ、存在を主張していた。それを指先で軽くこねられれば、快感に耐えられず腰が揺れてしまう。

「っあ、やぁ……そんな、急に触ったら……駄目」

　無意識に彼の手から逃れようと身悶えたが、腰を抱かれ拘束が強まるだけだった。

「俺から逃げないで」

「……私、慣れてない、から……」

　いきなりの強い快楽は怖い。心が置き去りになってしまいそうで。

　彼女の気持ちを察したのか、セルジュは腕の力を緩めた。身体をずらし、ルネの額に己のそれを合わせる。

「すみません。気が急いてしまいました」

「私こそ、ごめんなさい」

　セルジュの望むような振る舞いができない。

「あなたが謝る必要なんてない。むしろ、抑えの効かない俺を叱ってくれていいのに」

「叱るなんて無理よ。あなたとこんなふうに触れ合えることはとても嬉しいの。なのに、それをうまく言えないし、すぐ怖じ気づいてしまって……こんなことじゃあなたに嫌われてしまう」

「嫌うわけないでしょう！　あなたはそのままでいてください。俺が全部あなたに教えます。まっさらなあなたを俺が染める。それがどれだけ嬉しいことか、きっと言葉を尽くしても伝えきれません」

　セルジュの瞳から、迷いの揺らぎが完全に消える。

　後に残るのは欲情と愛情だ。炎に似たそれは琥珀色の奥で炯々と燃えている。

「愛しています、ルネ。俺の全てはあなたのものだ」

「私もあなたを愛しています。たとえ何があなたと私を引き裂こうとしても、運命だって変えて傍にいるわ」

「あなたは俺の女神だから、そのくらい簡単にやってのけそうですね」

　セルジュはくすりと笑い、ルネの唇に口づけた。

　初めは触れるように。しかし、軽い触れあいは回を重ねるごとに深くなる。

　セルジュの舌が先を促すようにルネの唇をなぞれは、その甘い刺激に誘われて唇が薄く開いた。その隙を逃さずセルジュは口腔内に舌を差し入れる。

「ん……ふ……」

　吐息さえ奪うかのような執拗さで、セルジュはルネの口腔を舐る。おずおずと応えれば彼は舌を擦り合わせるようにして愛撫し、ときには彼女の舌を引きずり出したいとでも言うように絡み着く。

　口腔内で混じり合った二人の唾液は、嚥下しきれずにルネの肌を伝いシーツへと零れていく。

　長い口づけに酔い、いつの間にかルネの肢体からは緊張と共に力まで抜けていた。

「ああ……セルジュ……」

　唇が離れれば寂しいと感じてしまう。名残惜しげに名前を囁けば、彼はうっそりと笑う。

「参ったな。あなたが可愛すぎてどうにかなってしまいそうだ」

　セルジュは困ったように眉尻を下げると、それ以上は離れていられないとばかりにルネの肌に顔を埋める。

　セルジュが耳朶を食み、首筋へと舌を這わせれば、ルネはゾクゾクするような快感に身体を震わせた。

「んぁ！　やぁ、それ……くすぐったい」

「本当にそれだけ？」

　セルジュは意地悪に問い、無防備に晒された喉元をぺろりと舐め上げた。

　あたかもそれは、肉食の獣が獲物を食べる前にする仕草のように思えた。

　無防備に急所を晒す不安より、彼に身を委ねる愉悦を感じ、身体の奥がずくりと疼く。

「ねぇ、ルネ、答えて。気持ちいい？」

　ルネの肌に舌を這わせると同時に、彼の指は胸の膨らみをもてあそんでいる。

　淡く色づいた頂が敏感なことを知っているセルジュは、そこを執拗にいじる。

　親指の腹で転がし、悪戯に摘まみ上げ、しまいには親指と人差し指の腹を擦り合わせるようにしてしごき上げる。痛みを伴っても可笑しくない行為なのに、彼の力加減は絶妙で、ルネに快楽だけをもたらす。

「ほら、こうするとあなたは身体をいやらしくくねらせる。気持ちいいんでしょう？」

「ん……あ、はぁ……あ、気持ち……い……」

　ぼんやりした頭に、ただただ快楽だけが刻まれていく。

「綺麗ですよ。俺の手で乱れて、そんな淫らな顔をして」

「あ……ああ……そんな……」

　いったい自分はどんな顔をしているのだろう。恥ずかしくて仕方なく、見ないで欲しいと顔を背けた。

「駄目です。もっと俺によく見せて」

「やぁ、恥ずかし……」

　顔を真っ赤にして泣きそうに顔を歪めれば、セルジュは蕩けそうな笑みを見せた。

「羞恥に震えるあなたは愛らしいですね。そんなあなただからこそ、身も世もなく乱れさせてみたくなる」

　細められた目の奥に燃えるような欲情を見て、ルネはゴクリと息を飲む。

　怖いような気もするし、彼の情動でめちゃくちゃにされたいとも思う。

「セルジュ……」

　ルネはおずおずと両腕を伸ばしてセルジュの首に絡めた。そうして彼を引き寄せると、初めて自分から口づけた。

　軽く触れるだけの口づけだが、離れた後に想いを込めてじっとセルジュを見つめる。

「困りました。本当に抑えが効かなくなりそうです」

　セルジュは自嘲気味に唇を歪めると、鎖骨へと唇を落とす。そこへ紅い花びらを散らすと、空いているほうの胸へと顔を近づけ、ぱくりと頂を食んだ。

「ああっ！　はぁ……んっ……」

　指先でもてあそばれるのとは違う快感が湧き起こり、ルネの身体を支配する。ぬるりとした舌は、柔らかい刺激をもたらすのに、不意打ちでされる甘噛みは痺れるような鋭い快感を生む。

「ルネ、もっと俺を感じて。気持ちよくなって」

「あ……はっ……ぅあ……それ、やあ……ん」

　唾液で濡れた頂に吐息がかかれば、それだけでも快楽を感じてしまう。

　思わず腰を揺らしてしまえば、足の付け根でくちゅ、と小さな水音が立った。

　それを耳にしたセルジュは喉の奥で小さく忍び笑い、胸を弄っていた指を下腹部へと滑らせた。なだらかな曲線を描く肢体の形を掌で楽しみ、力の抜けきった太腿の間へ指を滑り込ませた。

「ひあ!?」

　足の付け根の亀裂をなぞられ、初めての快感に高い嬌声が零れた。

「あ……ああ……んぅ」

　次々に湧き起こる愉悦に耐えきれず、彼の手首を掴んで引き剥がそうとするが、男の力には敵わない。

「だめですよ、ルネ。ちゃんとほぐさないと後が辛いですから」

「ほぐ……す？」

　蕩けきった頭では彼の言わんとする意味が掴めず、鸚鵡返しに尋ねてしまう。

「ええ、そうです。俺をここで受け入れてもらうためには、入念に準備をしないと。初めては痛いと聞きますが、俺はあなたにできるだけ苦痛を与えたくない。だから少しだけ我慢してくれますか？」

　子どもに言い聞かせるような優しい口調で諭され、ルネはぼんやりとしながらも頷く。

「いい子ですね。では邪魔な服は取り払ってしまいましょう」

　言うなり、彼は中途半端にはだけていたルネの寝間着と、しっとりと湿り気を帯びた下着を取り去ってしまった。

　一糸まとわぬ姿にされたルネは反射的に腕で身体を隠そうとするが、それに気付いたセルジュにあっさりと阻まれた。

「隠さないで。俺にもっとよく見せて」

　そう言われるとなぜだか逆らえず、ルネは両腕を身体の脇へ下ろす。

　セルジュは彼女の身体を眺め下ろしながら、自らも上半身に纏った衣服を脱ぎ捨てた。

　しなやかな筋肉に覆われた、美しい身体が現れ、ルネは羞恥も忘れて見蕩れてしまう。

　あちこちに周囲の皮膚とは色が違うところがあり、それが古い傷痕だということは荒事に不慣れなルネにも分かった。

　手を伸ばし、その傷痕の一つに触れると、セルジュは小さく目を見開き、それから蜜が滴るような淫靡な微笑を浮かべた。

「ルネ、もう少し足を開いて」

　そう促しつつも待つ気はないようで、セルジュは自らの手で彼女の両足を開かせ、その間に身体を滑り込ませた。

　膝裏を持ち、彼女の腰を浮かすようにする。

「いっ、いやあっ、見ないでっ」

　あられもない格好をさせられ、誰にも見られたことのない場所をセルジュの目に晒している。

　逃げたくて身体をよじるが、セルジュの拘束を解けるわけもない。

「悪い人ですね。俺を誘っているんですか？」

　ルネとしては逃げようとしていただけだが、見ようによってはただ悪戯に腰をくねらせていただけだ。そのことに気付いて、ルネは羞恥で顔を歪めた。

「ルネのここも、胸と同じに淡い色なんですね。蜜に濡れてキラキラ光って綺麗ですよ」

「や、だ……言わな――ひぁ!?」

　懇願の声は途中で嬌声に変わる。

　セルジュが秘裂を舌でなぞったせいだ。

「あっ……ひぅ……んっ、いやぁ……っ、ん」

　強すぎる悦楽に身体がヒクヒクと跳ねる。彼の舌が行き来するたびに、秘泉から蜜が溢れてシーツへと滴る。

「ひああっ!?　だめぇ！　そこ、いやっ」

　泉の前側に潜んだ肉色の真珠を舌先で転がされ、ルネは目を見開き悲鳴に似た甘い声を上げる。

「嫌？　違うでしょう？　気持ちいいんですよ。ほら、ここをいじるとたくさん蜜が溢れてきますよ」

「んっあ……！　や、それ、くるしっ」

　肉芽を触られるたび、爪先から頭の先まで鋭い快楽が走る。過ぎる快楽は不慣れなルネには苦しく感じられてしまう。

　目の前でチカチカと星が飛ぶような錯覚を起こす。

「苦しい？　ではもう少し優しく触れますね」

　言うなり指とは違う、ぬるりと湿ったものが這う。それがセルジュの舌だと気付かぬまま、ルネは我を忘れるような快感の海へと落とされる。

　身体の奥で膨れ上がった疼きが弾け、頭の中が真っ白になる。

「あ、あああっ」

　口をつく嬌声は長く尾を引き、身体は意思に反してピンと張り詰め、弛緩する。

「イったみたいですね。すごく淫らで美しかったですよ」

　笑みを含んだ声が、耳鳴りの向こうから聞こえる。

「でももう少し、気持ちよくなってくださいね。もっとほぐさないと」

　一度達した身体は鋭敏になっている。そこに再び刺激が与えられ、ルネは逃れられない愉悦に目を見開き、甘い声をあげるしかない。

　理性は吹き飛び、時間の感覚さえなくなっていく。

　どのくらい啼かされていたのか、気付けば蜜が滴る隘路にセルジュの指が侵入していた。

　違和感はなく、じわじわとした重たい悦びだけが沸き起こり、もう充分に肉壁を蕩かされている。

　セルジュの指が蠢くたびに、ルネの秘処はぐちゅぐちゅと淫らな音を立て、悦楽の涙をこぼす。

　かき混ぜられて白く泡立った蜜は、セルジュの見守る前で淫猥な軌跡を描いて滴っていった。

「そろそろ、あなたの中に入らせてください」

　ゆっくりと丁寧に指が引き抜かれると、ルネの喉からため息が零れた。

　寂しさと、与えられすぎた快楽から逃げられる安堵が入り交じった息だ。

「ん……セルジュ……」

　うわ言めいた声で名前を呼ぶと、ぐずぐずにほぐれた秘花に硬いものがあたるのを感じた。それが何であるかは、未経験の彼女にも分かった。

　疲れ切った腕を持ち上げ、自分に覆い被さる男の首に絡める。

　霞んだ目で琥珀の双眸を見つめれば、セルジュは一瞬だけ泣きそうに顔を歪めた。

「きっと、俺は自分を止められない。痛かったら俺を殴ってでも止めてください」

「そんなこと……しないわ。あなたがくれるのなら、痛みだって嬉しい」

「いまそういうことを言われたら尚更危険だって分かってますか？　まったくあなたって人は煽るのがうまくて厄介だ」

　セルジュの苦笑には愛しさが溢れていた。

　秘花に宛がわれていたものが、グッと中に押し入ってくる。

「んあ……あ、ふっ」

　覚悟をしていたものの身体を無理矢理押し広げられる衝撃は重く、ルネは身を強ばらせた。

「息をして。身体に力を入れたら余計苦しくなる」

「は……んぅ、わ、からな……」

　ルネの身体を気遣って、セルジュの動きはゆっくりだが、それでも圧迫感とチリチリとした熱い痛みは消えない。

「ルネ、俺の声を聞いて。そう。上手だ。もうすぐだから……ああ、ほら全部入った」

　セルジュが大きくため息をつくと同時に、身体の奥に何かがこつりと当たるのを感じた。

「これで……私、あなたのものになったのね」

　鈍い痛みはあるがそれよりも喜びが勝り、涙が零れた。

「ルネ、愛してる」

　零れた涙を唇で掬い取り、セルジュはルネの耳元で囁く。
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　しばらく抱き合った後、セルジュはゆっくりと抽送を開始する。

　初めはルネを気遣いゆっくりした動きだったが、彼女の喘ぎに快楽が混じりはじめると、徐々に律動を激しくした。

「んっ……ああ、んっ……セルジュ……セル……ああ！」

「く……はぁ……ルネ、君の中気持ち良すぎる……っは……」

　ルネの肉襞はいつしか快楽を覚え、セルジュの動きに合わせて蠢く。まるで奥へ誘い、彼の欲望の証しを搾り取ろうとするかのようだ。

「もう、保たなそう、だ……」

「んっ、ああ……来、て」

　ルネは無我夢中でセルジュの腰へ足を絡めた。

　淫らな拘束に促されたように、セルジュはルネの最奥に熱を放った。

「あ……んぅ……」

　身体の奥に放たれた飛沫が、子宮口を叩くのを感じる。多幸感が身体と心を満たし、それを最後にルネはフッと深い眠りに落ちた。

　後に残されたセルジュはしばし慌てたものの、ルネは極度の疲労のせいで意識を失うように眠りについたのだと気付く。

　安堵すると共に、無理をさせたことを大いに反省しながら、ルネを愛おしそうに抱きすくめて眠りについた。

　翌朝、泣きはらした目と、嗄れた喉と、力の入らない身体で目覚めた花嫁は、自分のせいだと右往左往する花婿に苦笑いをすることになる。




　六年越しの恋を実らせた騎士の隣には、生真面目で心優しい奥方が寄り添う。

　季節はもうすぐ冬を迎えるが、仲睦まじい二人の間には寒風すら通る隙間はない。







著者紹介




永久　めぐる（とわ・めぐる）

茨城県出身、千葉県在住。２０１２年よりｗｅｂ上で小説を公開。２０１３年書籍デビュー。代表作：『臨時受付嬢の恋愛事情』『旦那さま、誘惑させていただきます！』







Copyright © 永久めぐる





※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章　秋の庭で



		第二章　困惑の再会



		第三章　変わらないもの



		第四章　遠い昔の記憶



		第五章　変化は雨の夜に



		第六章　偽りのない想い



		第七章　六年越しの恋

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
2 P2
‘uonensnjy





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





